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1．本書は、新潟県新津市金津丘陵埋蔵文化財発掘調査事業の一環として行われた、八幡山遺跡

に関する報告である。

2．八幡山遺跡は、当事業に伴う隣接遺跡の調査によって発見されることとなり、この発見を含

め、範囲確認調査と一部本調査を含め７次に亘る調査が行われた。

ここでの報告は、この内第３次確認調査と、第６次の南地域の一部本調査の報告である。

3．当調査は、昭和62年９月の第１次確認調査にはじまり、第３次調査は同63年６月23日から９

月16日まで行われ、南地域の調査は平成２年５月26日から７月９日の間に行われた。

4．当調査は全て新津市が実施するものであり、八幡山遺跡の第３次調査は川上が担当し、荒木

繁雄、杉本恵子、田中順子が補佐して行った。

その後８月２日、「金津丘陵埋蔵文化財発掘調査団」が結成され、現在に至る。

第６次の南地域の調査は川上が担当し、杉本恵子、佐藤友子が補佐して行った。正式の調査

体制に関しては、本文に記す。

5．整理作業の機会を得たのは諸般の事情により、平成５年３月に入ってからであるが、出土遺

物に関しては調査主体者が直接これに当る。従って本編は「遺構編」として早期に刊行するも

のである。

6．本文の執筆は川上が担当した。

7．発掘作業から報告書作成に至る過程で、多くの方々の御指導、御教示及び御支援を賜った。

記して謝意を示す。
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凡 例

1．遺構番号は現地作業終了後に一部整理を加えたもので、「現地説明会資料」の番号とは一部

が異なっている。

2．遺構の記号は次の如くであるｏ

ＳＤ＝環濠、ＳＩ＝住居靴、ＳＢ＝建物比、ＳＫ＝土坑、ＳＸ＝その他

3．遺構全測図（第21～27図）に記した数字は、ピットの深さを示す（単位c､）。

4．住居地、その他の遺構などのピット深度表の数字の単位はcmである。
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図版1７

発掘調査前１遺跡遠景２発掘調査前

調査スナップ１Ａトレンチ２Ｃトレンチ３南区

トレンチ完掘１Ａトレンチ２，トレンチ３，４Ｂトレンチ５Ｆトレンチ

南区全景１北側台地２中央尾根部３南側頂部

環濠 ｌ Ｓ Ｄ １ 号 ２ ， ３ Ｓ Ｄ２号

環 濠１～４ＳＤ３号（１完掘２士 器 出 土 状 況 ３ 土 層 断 面 ４ 発 掘 ス ナ ッ

プ）５～６ＳＤ４号

住居地１ＳＩｌ～３号住居ｊ２ｌｔ２～３Ｓ１１号住居ｈｔ

ＳＩ２号住居靴１住居靴と周溝２遺物出土状況

Ｓ１３号住居j21tl住居ｔｌｔ２遺物出土状況３貯蔵穴内の土器

Ｓ１４号住居比と遺物出土状況

ＳＩ５号住居吐と遺物出土状況

住居吐１Ｓ１６．１９号住居地２６号住居吐出士遺物３ＳＩ７住居杜

ＳＩ８号住居祉ｌ住居吐２遺物出土状況３貯蔵穴内の土器

住居吐ｌＳＩ９号住居吐２９号住居吐出士の石錨３Ｓ１１１号住居祉

住居吐１Ｓ１１２号住居靴２Ｓ１１３号住居靴３Ｓ１１７号住居吐周溝

住居吐ｌＳＩ１８号住居並２１８号住居雌遺物出土状況３住居祉群４Ｓ1

20号住居吐

住居ｔｌｔｌＳＩ２０号住居ht遺物出土状況２Ｓ１２１号住居吐３２１号住居靴遺

物出土状況

住居吐ｌＳＩ２２号住居ｈｔ２ＳＩ２３号住居靴３２３号住居吐遺物出土状況

住居吐１Ｓ１２４号住居地２Ｓ１２５号住居吐３２５号住居敷床

Ｓ１２６号住居htと遺物出土状況及び石嫉

住居ｊ２ＩｔｌＳＩ２７号住居靴２２７号住居吐周溝内遺物出土状況３Ｓ１２５号住

居靴（未完掘）

lSB10号小型建物ｊ２ｌｔ２ＳＫ１号土坑と土器３Ａトレンチピット群４南区ピッ

ト群５環状ピット遺構６ＳＫ２号焼土坑７ＳＫ３号焼土坑８ＳＫ４号焼土坑

前方後方墳

ｌＳＸ１号遺構２ＳＸ1号遺構出土土師器３ＳＸ２号遺構出土土師器４ＳＫ５号

土坑５ＳＫ１１号焼土坑床面６ＳＫｌ２号近世土壌

１，２ＳＸ３号遺構（ＳＤ５号環濠の中間層）３ＳＸ３号遺構出土土師器
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Ｉはじ めに

１調査にいたる経緯

昭和62年、新津市古津・蒲ケ沢と割町・塩谷・金津の間にひろがる通称金津丘陵に、士取りを

目的とする総合運動公園計画（仮称）がおこった。これは新潟平野を横断する磐越自動車道建設

に伴う盛土用の土砂を供給するものであり、新津市にとっても歴史的事業となるものであった。

この開発範囲は、南北１１００ｍ、東西600ｍの内の約263,070㎡に及ぶものであり、この地域内には

八幡山城靴をはじめ、縄文遺跡である埋葬地遺跡、神田遺跡、烏撃場遺跡をはじめ、古代又は中

世の製鉄関連遺跡である大入沢遺跡、居村遺跡が存在し、さらに未知の遺跡を含めて多くの遺跡

が存在する可能性を含んでいた。

この総合運動公園計画に伴う遺跡確認調査の始まりとして、昭和62年９月、埋葬地遺跡、八幡

山城tlt、烏撃場遺跡などの調査が県教育庁文化行政課主任を調査担当者として行うこととなった。

この調査の内、八幡山城地と言われていた遺跡が、後述するところの県内最大規模の古墳であっ

たことが確認され、さらにこの盛土の下に弥生時代の住居地と弥生時代の遺物の包含層とが発見

されるに至った。これこそ八幡山遺跡の発見である。この発見を第１次確認調査とし、その後一

部区域の本調査を含めて、平成２年７月の第７次調査にまで発展することになった。このことは、

稀に見る大規模な遺跡であることと同時に、この遺跡が、弥生時代後期の高地性集落と言う特異

な遺跡であり、さらにこの位置が日本海側の北限であると言うことなど、様々な要素を加味し、

さらに遺跡の保存、開発問題ともからみあい、迂曲を重ねる結果からであった。以上の結果をふ

まえて、八幡山遺跡はほぼ大方が遺跡公園として保存されるに至った。

２調査と整理作業の経過

Ａ第１次確認調査と概要

第１次調査に至る過程に関しては前項で記述した通り、この遺跡の北端部に当たる旧八幡山城

並の確認調査に始まる。この結果八幡山城靴は円墳であり、その盛土の下から南方の山頂に向かっ

て弥生時代の遺跡が広がっていることが確認され、報告された。この報告は幸いなことに、調査

担当者の御好意によって、すでに『新津市史』（資料編第１巻）に掲載されている。これはあく

までも八幡山城靴と古墳に関するものだが、当八幡山遺跡に係わる部分を記載させて戴く。なお、

調査期日、調査担当者などは次の通りである。

１調査期日昭和62年９月28日～10月９日（10日間）

２調査主体新津市教育委員会

１



３調査担当戸根与八郎（新潟県教育庁文化行政課主任）

調査員坂井秀弥（同課文 化財専門員）

柳恒雄（同）

肥田野弘之（同）

．……･…･…中略･…･………・

「このトレンチで、堀の内側の高い部分に厚さ１ｍちかくの盛土がなされ、その盛土の下に弥生

時代中期～後期の遺物包含層と竪穴住居跡を確認した。

盛土と遺物包含層を追求するために、堀と反対側の東側から北側にトレンチ（No.３，ＮｏＬ４、Ｎｏ．

５）を設定した。その結果すべてのトレンチで盛土と遺物包含層が確認された。盛士下の遺物包

含層のレベルが北側から東側に向かって傾斜し低くなる。………（第１図)。」

・…･………･中略･･…………・

「弥生時代の遺物包含層の広がりを確認するために、堀の南側の尾根上に２ｍ×３ｍのトレンチ

を７ケ所（No.６～12）設定した。トレンチNo.６，No.９、NQ11、No12から土器が出土し、トレンチ

NoL9からは竪穴住居跡と思われる遺構を検出した。これより南側にも遺跡が広がることが予想さ

れたが、発掘の同意を得ていないため、0.3ｍ×0.3ｍの小穴（NOl7～25）を堀り、土居を観察す

るにとどめた。しかし、２ケ所から遺構と思われるものと士器が見つかり、尾根のピークまでは

遺跡が広がることを確認した（第２図)。

… … … … … 中 略……………

「古墳造営前（盛士をする前）には、この丘陵尾根上に弥生時代中期～後期の集落跡が存在する

(仮称：八幡山遺跡)。遺跡の広がりは今回の調査では確認できなかったが、尾根のピークまで延

びていたことは確認された。土器は東北地方南部に分布する天王山式土器で、県内では数少ない

例である。なお、丘陵尾根上に立地することから、一般的な農村ではなく、特殊な'性格をもつも

のとかんがえられる。第１図の斜線部分Ｂは確認調査の追加が必要である｡」……後略

この文末の第１図の斜線部分と指摘しているのは、正に八幡山遺跡の南地域にまで及ぶ山頂部

一帯をしめている。

Ｂ第２次確認調査について

第１次調査の結果、この新たな発見となった弥生時代の遺跡について、その範囲の把握と一部

周辺に所在すると思われる他の遺跡の確認調査を行うことになった。調査は新津市教育委員会が

実施し、筆者川上が調査の依頼を受けて担当した。

調査は第１次調査の行われた同年昭和62年１１月24日から１２月１０日までに実施し、八幡山遺跡の

北地区及び烏撃場遺跡、神田遺跡などを合わせて調査した。これらについてはそれぞれの報告を

提出したが、ここでは八幡山遺跡に限って再報告を行う。

調査範囲は第１次確認調査における試掘坑のNoL11、No12の南側及び東側に主体を置くことになっ

たが、現況は日中でも薄暗い杉の大森林であり、樹間を見て大小38箇の試堀坑或いは溝を以て調

査した。この結果15か所に弥生時代の遺物と溝状或いは穴状の遺構が確認出来た。これら遺構及

２



び遺物が検出された試堀坑は山頂付近に集中しているが、東側斜面のかなり高度を下げた位置で

も確認された。この山林が杉の樹木の密度が多く、全体の地形を把握することは困難であること

や、それぞれの位置や方角の把握が出来ず迷子者の続出する有様であった。これらの試堀坑を地

形図上に当て族ると、その範囲は南側は後述する大グリットＩ－２３区（南地区北端）にまで達し

ていたが、遺物・遺構の検出範囲は、大グリットG-20-40に位置し、東側はG-14-32に及ん

だ。この結果、山頂部の標高54.5ｍから東側での標高40ｍ地点の比高14.5ｍの斜面に展開するこ

とが分かり、遺跡の範囲は第１次確認調査範囲であった、大グリット１２列以北を除外して、

12,537㎡と推定した。しかし、この推定範囲は第３．４次確認調査でみごとに打ち砕かれ、遺跡

はこの数倍の広がりを見せることになった。

Ｃ第３次確認調査について

第２次調査の範囲確認に基づき、翌63年に入って遺跡のより正確な把握、特にその性格等に関

する確認調査を実施することとなり、川上はその依頼を受けた。調査に先行して遺跡範囲内の立

木の伐採、搬出、残材の焼却などが行われ、それらの作業の終了を待って、調査を開始した。調

査は６月23日から９月16日までであった。この第３次調査の結果が、当報告書の主目的であり、

次章以降に再記するが、与えられた時間の中で最大限の調査を行うことが出来、多大の成果を見

るに至った。この調査は前述した如く遺跡の性格の把握を主とすることから、川上独自の考えで

幅員最大15ｍの調査幅を用い、主として10,幅のトレンチを用いて行った。この大型トレンチに

よって種々の好結果がもたらされたものであるが、「確認調査らしからぬ調査」と言う批判を受

けた。
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第１図八幡山古墳平・断面図

（第一次確認調査八幡山報告より）
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第２図八幡山トレンチ位置図
遺物。遺構の有無
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（第一次確認調査八幡山報告より）



調査の結果は断片的ではあるが、二重の環濠、多数の住居杜、前方後方墳などを見、この遺跡

が「高地性環濠集落」と呼ばれる弥生時代の大集落地である。そして、その時代は弥生時代後期

前半に中心をもち、後半まで存続したものであることが分かった。また一部分には奈良時代と推

定される土師器、須恵器を伴う小規模な遺構も検出された。

この調査では遺構によっては完掘を控えたものもあり、トレンチ外にまたがる遺構も大方は拡

大調査を控えた。一方、ごく僅かな拡大調査で完掘出来る住居杜の他、その性格を確認しなけれ

ばならなかった前方後方墳の前方部分を拡大調査した。またこの調査中に行った、より南方に続

く山稜地点（後述する南地区）の果樹園で、弥生十器の表面採集が出来たことなどから、遺跡は

さらに拡大する可能性が実感として把握出来たことから、予定外の尾根上に細いトレンチを延ば

し、住居杜や環濠などの検出を見るに至った。

第３図第４次確認調査結果

（「新津市Ｆ・Ｈ地区遺跡確認調査報告書」

此の調査における遺構は全て川砂を

搬入して覆い、トレンチ共々埋戻しが

施され、土砂の流出を防ぐため、クロー

バーの種子を蒔いて保護された。

Ｄ第４次、第５次確認調査について

第３次確認調査直後の昭和63年９月

21日から10月３日にかけて、第４次確

認調査と、やや時間をおいた11月に入っ

て第５次確認調査が行われた。

第４次調査は、第３次調査の山頂よ

り約250ｍ南寄りの尾根部が対象であ

り、荒木繁雄氏がこれを担当して実施さオり、荒小索姓氏かこれ琶也ヨしし天地己れ第〈
た。この地は山林原野であり、細いトレン（

チ調査が行われた。その結果、表採遺物を

始め、少量の土器が出土し、一部で「炉hlﾆｰ｜

が発見された（第３図参照)。これらのこ

とから八幡山遺跡は丘陵の南限まで広がる

可能性が強くなった。また、ここで発見さ

れた炉祉遺構は、その後になって峰火台な

どと一部マスコミや保護団体などによって

持ち上げられ、問題となったが、この件に

ついては本文のＳＫ１１号焼士坑で報告する。

なお、第４次調査の結果は、「新津市Ｆｏ

Ｈ地区遺跡確認調査報告書」として報告さ

れている。

より）

第４図第５次確認調査結果

（「八幡山遺跡南地区確認調査報告」より）
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第５次調査は、第３次調査と第４次調査区域に広がる柿団地内の果樹園が対象である。そのた

め柿の収穫後の昭和63年１１月になって調査が行なわれた。調査担当者は伊与部倫夫氏である。調

査は数10cm幅のトレンチ調査によるもので、複数の住居祉の存在の可能性が報告された（第４図

参照)。なおこの調査結果は「八幡山遺跡南地区確認調査報告」として報告されている。

Ｅ第６次調査について

第６次調査は、第４次．５次確認調査結果に基づいて、南地区及び南東地区における全面調査

(本調査）として実施することとなり、川上が依頼を受けてこれを担当した。調査は、平成２年

５月26日より開始した。

南地区は柿団地造成時点でその主要部の多くが壊滅していたが、住居杜や痩尾根を切る濠を検

出し、一部を完掘した。

ところで第４次調査で確認された「炉吐」は、この南地区に所在するものであったが、当調査

が行われることになった１年数ケ月の間に、隣接する周辺の山林の伐採や、更に谷を隔てた南側

丘陵の立木の伐採、搬出作業における索道の基点が近くに設置された。そしてこの年の冬から春

にかけての木材搬出作業中に不慮のことから、この「炉祉」が破壊される結果となった。この事

件を契機に担当者等にその理由の説明もなく、ある日突然「本日限りにて全ての調査を打切る様

に」との通達があり、翌７月９日全ての器材。用具を撤収して一切の調査を終えた。

９分通り進行していた南地区の調査は完掘目前において埋戻される結果になり、また調査記録、

遺物共全てその場で調査主体者へ引き渡した。

一方、南東地区の調査は４本のトレンチを荒掘削したのみで終了した。これら第６次調査結果

は、一部分が半端であるが、本文で報告するものである。

Ｆ第７次確認調査について

平成２年７月９日、筆者等が途中で中止することになった直後、第６次本調査予定地内と西地

区の調査が行われているが、その詳細に関しては不明である。調査はなぜか坂井秀弥氏（新潟県

教育庁文化行政課）、渡辺朋和

氏（新津市教育委員会教育課主

事）が担当した。これらの調査

結果の報告〔渡辺1990〕に依れ

ば、第６次調査区域における環

濠などの調査を追加し、さらに

西地域における調査で５基の住

居杜と多数の遺物を検出してい

る（第５図参照)。

なお、ここで言う南地区は、

第５図第７次確認調査結果
第６次調査で言う南地区と南東

（「八幡山遺跡南地区・西地区確認調査」より）

地区を加えたものである。 ｜‐|確認調査範囲●竪穴住居
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以上、第１次調査から第７次調査において発掘調査を行った範囲は、第６図に示した区域であ

る。なお、第６図中、Ａ°Ｂで示したものは踏査によってほぼ確実と推定される環濠の跡であり、

遺跡は八幡山古墳の範囲も含めた広大なものとなることが明らかとなった。但し、第７次調査に

よる西地区は、柿団地による地形の変動もあろうが、いまここで八幡山遺跡の範晴に入れること

は早計と思う。

第６図八幡山遺跡全測図及び発掘調査範囲図
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Ｇ整理作業について

八幡山遺跡の整理作業は、これまでその機会が得られなかった。それは筆者等に、その時間が

得られなかったことにも原因があるが、調査主体者との間に調整がつかなかったことにも起因す

る。平成４年10月になって、調査主体者と、整理作業についての打合せが行われた。その結果筆

者等の作業は遺構に関するもののみに限られ、遺物は全て市教育委員会がその整理を行う事になっ

た。従って、発掘調査に携わらない者による遺物編が分離されて出来ることになった。

整理作業は、平成５年２月22日から５月29日までの間を要した。なお、諸般の都合により、笹

神村郷土資料館の研究室を借用して整理作業を行った。
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Ⅱ遺跡とその周辺

１遺跡の位置と環境

八幡山遺跡は、新津市大字古津字外畑及び初越に所在する。新津市は、全国第二位の広がりを

持つ新潟平野のほぼ中央部に位置し、新津丘陵の北端部にある。東は阿賀野川、西は信濃川と、

日本有数の二つの大河に囲まれている。新津丘陵は市の東南部に位置する越後山脈の一小支脈で、

北北東から南南西に連なり、その南限は加茂川である。標高300ｍ以下の平坦な山地で、高立山

(276ｍ）を最高とし、菩提寺山（248.4ｍ）以北では急角度に高度を下げ、市街地に近い秋葉山

付近では70～80ｍとなる。八幡山遺跡が所在する丘陵は、この新津丘陵の本陵より西側へ分離し

たかに見られるもので、東側の背後には金津川、朝日川などが流れる低地が発達しており、支脈

となる。この支脈は標高６０ｍのお茶山を最高にして、北に向かって高度を下げる。一般には金津

丘陵と呼ばれている。

八幡山遺跡は、前章でも記した如く、この金津丘陵上の南北に約600ｍ程の広がりを見るもの

であり、北地区の頂点は54ｍ、南地区は53ｍの標高を保ち、全体に平坦な頂部を多く見る。いま

大雑把に遺跡を、北地区、南地区、南東地区と三分するが、それぞれが細い痩尾根によって分離

される立地条件を有する。北地区は、東、北側がやや緩やかな斜面を保ち、西側は急斜面となる。

南地区は、頂部が西向きの平坦地で四方が急斜面で落ち込む。南東地区は、西、北に急斜面を見

るが、やや東寄りの頂部より下がった位置に中心を置くかに見られる。遺跡全体の東側は、割町、

塩谷地区の低地を隔てて新津丘陵の主脈が横たわり、その後方に朝日が登る五頭山脈（北蒲原郡）

が見える。遺跡の西側は広大な越後平野を眼下にし、遠くに夕日の沈む角田山、弥彦山（巻町、

弥彦村）を望む。

２周辺の遺跡

新津丘陵を中心とする遺跡は、近年、急速にその数を増している。新津市内における原始時代

の遺跡数は、昭和48年の調査で８遺跡が知られていたに過ぎなかった。その後、新津市史編さん

事業に伴う調査や、昭和60年に行われた新潟県教育委員会による当地域の詳細遺跡分布調査によっ

て18遺跡に増している。また近年の急速な開発事業に伴って、これまであまり注目されなかった

平野部の低湿地帯にも奈良・平安時代の遺跡が次々に発見された。そしてこれらの幾つかが発掘

調査されている。

第７図は、八幡山遺跡を中心にした周辺の遺跡分布である。この分布図では群を成す遺跡の一

部を省略し、また、新津市古津周辺に所在する烏撃場遺跡、神田遺跡、高矢Ａ・Ｂ遺跡（共に縄
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文時代）など、正確な位置が確認出来ない遺跡も省略した。

旧石器時代の遺跡分布図では旧石器時代の遺跡を明示していないが、数ケ所で旧石器の報告が

ある。２）川ノ下遺跡の遺物は1958年八百板茂氏によって、寺村光晴氏に照会されたが一部に不

安もあったが、現在では旧石器と推定している。川ノ下遺跡に連続するかと思われる３）塚野遺

跡よりナイフ形石器や石刃など５点の遺物が採集され報告されている〔田中1989〕。５６）草水窯

は1993年夏、草水町２丁目窯跡と改名して発掘調査が行われているが、周辺より石刃が出土して

いる〔渡辺1993〕・草水窯は新津丘陵の末端部に当たるが、この末端部周辺で出土した旧石器を、

1954年、加藤晋平氏が確認しているが、その正確な出土地は不明である〔川上1993年〕。また当

八幡山の調査においても、北地区より旧石器の石刃が検出されている。これらの立地は、いずれ

も丘陵上に位置し、一部は丘裾部にある。この様にごく少量ではあるが、旧石器時代の遺物が報

告され、この時代の遺跡が確実になりつつある昨今である。

縄文時代の遺跡縄文時代の遺跡も丘陵端部を主体に分布する。これらは丘陵裾部の標高５ｍか

ら集落背後の30ｍ程に立地する。縄文時代の遺跡のうち前期に遡るものは、新津市内ではやや不

確実だが60）居平遺跡があり、田上町の３）塚野遺跡、６）古屋敷遺跡がある。同じく中期の遺

跡としては、３２）原遺跡、５３）秋葉ブドー園遺跡、６１）平遺跡の他、６８）赤坂遺跡、６７）五百地、

６）古屋敷遺跡がある。後期の遺跡は、３２）原遺跡、５１）秋葉遺跡、５３）小手平遺跡、６１）平遺

跡、２）川ノ下遺跡、３）塚野遺跡、１２）五社神社遺跡がある。この様に平、原、塚野遺跡は中

期・後期の複合遺跡、あるいは継続した遺跡である。また原遺跡は一辺が300ｍを越す大規模な

遺跡で、さらに丘陵の頂部から低地にまで広がる特異なものである〔川上1989,1991〕。これら

の内平遺跡、古屋敷遺跡が発掘調査され、それぞれ報告されている〔川上1982、中島1976Ａ〕。

なお晩期に相当する遺跡は発見されていない。

弥生時代の遺跡弥生時代の遺跡は非常に少ない。これは新津丘陵周辺に限るものではなく、新

潟県内全体に見られる現象である。新津市内での弥生遺跡は、当八幡山遺跡が偶然の発見であっ

たが、これまで知られていたのは、２７）古津舟戸遺跡、２１）埋葬地遺跡があったが、前者は古墳

時代から奈良時代に中心を置く遺跡であり、後者は縄文時代後期が主体であるが、近年弥生土器

の検出を見ている〔菅森1990〕。また後者に関しては、遺跡確認調査による弥生土器の出土報告

もある〔坂井1987〕・一方、正確な採集地は不明であるが、原遺跡の範晴と考えられる中村地区

での弥生土器の出土もある。

新津丘陵南西部の田上町では、丘陵頂部の10）中店Ａ遺跡と丘陵裾部の９）中店Ｂ遺跡がある。

前者は湯田上カントリー倶楽部建設によって発掘調査が行われ、祭紀遺跡と報告されている〔中

島1976Ｂ〕・

丘陵の東側に当たる五泉市の69）大倉山遺跡は平野部に突出した如き山頂を呈する特異な立地

条件にあり、この山腹から山頂にかけて弥生士器が散布している。弥生後期に中心を持つもので

「高地性集落」と推定される遺跡である〔川上1994Ａ〕。

古墳時代の遺跡古墳時代の遺跡も少ない。新津市内では、八幡山古墳の眼下に所在する23）古
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津諏訪社前遺跡、２７）古津舟戸遺跡があり、北方平野部の低湿地帯に45）結遣跡がある。丘陵南

部には８）中轄遺跡が知られているに過ぎない。一方、古墳そのものは、八幡山古墳は言うまで

もなく、中轄遺跡の東方頭上に１）エゾ塚古墳があり、矢代田市街地に17）円塚古墳がある。エ

ゾ塚古墳は平野部との比高約117ｍの山嶺に円墳２基、方墳１基が造営されている〔川上1994Ｂ〕・

円塚古墳は台地上に営まれた円墳である。円塚古墳はともかく、八幡山古墳やエゾ塚古墳が、そ

れぞれ隣接する遺跡との関連が注目されよう。なお、八幡山古墳は測量調査が行われている〔甘

粕1992〕・

古代の遺跡古代即ち奈良・平安時代の遺跡は、集落tltの他、生産遺跡と呼ばれる製鉄関連遺跡

や須恵窯土1tなどがある。集落htは主として丘陵裾部に発達するが、丘陵北・西側平野部の低湿地

帯に延びる自然堤防と考えられる微高地上に発達する。この地域における遺跡は、今後なお多く

が発見されるであろう。生産遺跡は、その性質上から丘陵裾麓部に立地する。そして製鉄・須恵

窯吐共に幾つかの群を成す。１８）居村製鉄遺跡群、１９）大入製鉄地、２０）初越製鉄遺跡群がある。

一方秋葉山北東麓に点在する須恵窯祉は、七本松窯ht群と一括して呼称しているが、やや離れた

63）山崎窯吐をも含めたものである。

これらの遺跡は、この数年間に発掘調査が進み、多くは整理作業中である。発掘調査が行われ

た遺跡には54）七本松窯吐〔中川1956〕、６３）山崎窯吐〔川上1981〕、１４）大沢谷地遺跡〔川上

1991〕、４９）川口遺跡〔川上1992Ａ〕、４７）上浦遺跡（確認）〔渡辺1992〕の他、４６）上浦遺跡

〔北村1991〕、４７）上浦（１）遺跡、４８）上浦（Ⅱ）遺跡、５０）沖の羽遺跡、５６）草水窯吐、５８）

寺道上Ａ、Ｂ遺跡、５９）細池遺跡、１８）居村Ａ～Ｅ製鉄杜、１９）大入製鉄杜などがある。

中世の遺跡中世以降の遺跡は、第７図では省略したが、集落地と製鉄遺跡がある。前者は、古

代と同様に低湿地の微高地にある。新津市内では浄楽遺跡（大字栗宮）や発掘調査が行われた江

内遺跡〔日本道路公団新潟建設局編1992〕があり、後者は古代の18）居村製鉄靴と重複するもの

である。
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l八幡山遣跡の全容

これまでの確認調査などによって明らかにされた八幡山遺跡の全容については、すでに１－２

で逐次明記したが、ここで改めて整理しておきたい。

第８図は、南北20ｍ、東西50ｍピッチを持つグリット内に、これまで調査を行った内の第三次、

第６次、第７次調査の掘削範囲を示したものである。また第１次調査、第２次調査の大雑把の範

囲をそれぞれ円で囲んだ。また第４次調査、第５次調査も同様であるが、ここは南全面調査区域

(第６次調査）の範晴に入るものである。これらの発掘調査に加え、周辺の踏査によって、遺跡

は第８図の北側及び北東側へさらに広がり、全長南北500ｍを越えるものであることが分かった。

ここに報告する第３次調査は、昭和63年７月であり、第６次調査は、平成２年５月である。な

お南確認調査区域における第７次調査による遺構については、その調査の担当者に依って別途に

報告されることであろう。また、第１次確認調査で確実となった八幡山古墳は、図示した如く遺

跡内の最も北側に位置している。この古墳に関しては別途に測量調査を終え報告書が刊行されて

いる〔甘粕1992〕。
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｢金津丘陵埋蔵文化財発掘調査団」

それぞれ開発地域内の各遺跡を分担

発掘調査体制は次の通りである。但し昭和63年８月２日、

が設置された。この調査団に見る調査員、調査補助員等は、

したものであり、八幡山遺跡は例言に明示した通りである。

昭和63年度金津丘陵埋蔵文化財発掘調査体制
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Ａグリットの設定と調査位置

八幡山遺跡を含む開発予定地は、古津の広大寺裏から金津の高厳寺裏山にかけての丘陵部のほ

ぼ全てである。この地域は、すでに開発者側によって綿密な測量が繰り返されており、東西50ｍ、

南北20ｍピッチのメッシュが組まれ、その全域に打杭が施されている。八幡山遺跡での調査の基

準は、このメッシュをそのまま利用することにし、これを「大グリット」と呼称する（第９図参

照)。

この大グリットは、八幡山古墳上に設施されている三角点を基準とし、Ｎ21Ｗを短軸の20ｍピッ

チで北から南へ１～45区、東西ｒＮ６９度Ｅ）の長軸50ｍピッチで東から西へＢ～Ｖ区を設定して

いる。そして三角点上はＨ－１０杭が当たる。調査では､､杭の西南区域をそれに当てはめ、例えば

Ｈ－ｌＯ区としたｏこの50×20ｍの大グリットをさらに５×５ｍの40グリットに細分し「小グリッ

ト」とした（第11図中央下部参照)。

第'１図に参考として図示した如く、小グリットの数は東から西へ，～,｡、北から南へ，～30台

へと進むｏ従って●印はG-26-24区となる。一方、第10図に示した北確認調査区域は、トレン

チ形式の調査上、その地形的関係から、前記の小グリットの設定が不都合であり、地形に合わせ

た任意の５ｍ×５ｍグリットを設定した。この設定に当たっては、三角点から延びるＨ-16号杭

〔
‘
【
抑
）

副
０
０
」

第９図開発予定地域内地形実測図

３ 調査の方法と経過



を基点にし、Ｎ45度Ｗの方位で、南側へＡ～Ｖ、北側へａ～ｉとし、西から東へ１～36区を設け

た。また基点としたＨ-16号杭西側区を16番としたため、一部（第10図左下部分）にマイナスが

発生し、Ｉ～Ｖのローマ数字を用いて示した。

南調査区域は、全面発掘調査を行うことであり、問題はないが、北調査区域は、遺跡の性格及

び範囲のより正確な把握を目的とするものであった。従ってトレンチ調査を行うことになるが、

より効果的結果を見るために、最大限の幅員で調査することにし、第10図にＡＴ、ＢＴ、ＣＴ、

ＤＴで示した４ケ所のトレンチ状の調査区と、その後の補足調査のためにいれたＥＴ、ＦＴ、Ｆ，

のトレンチを設けて調査した。

ＡＴは、ｅ-21～30,9-21～30区の１５×50ｍと、ｅ-30区より東へ19度振ってｃ－３５区に至

る間の５×22ｍとした。調査の結果、４ケ所で拡幅調査を行った。拡幅部分を含めての面積は91

7平方ｍである。ここは全体に東向きの斜面であり、ｆ－２４に中心を持つ舌状の張り出し部分を

目指し、大グリットの基本杭Ｇ－１３の道路までを選び、用地の都合上、北東向にトレンチを延ば

した。ｄ-35区から上部のｅ－２１区の比高は13ｍを測る。

ＢＴは、Ａ－３～21、Ｂ－３～21区内の10×93ｍと、一部拡幅調査部分があり、面積は1,027

平方ｍである。後述するＣＴ、ＤＴと接している。ＢＴはこの区域における山頂の頂点をＢ－１１

区に置き、南西に緩い傾斜をなし、比高約４ｍを見、北東へは７ｍの比高がある。

季
忽

噸

０ 50ｍ

第10図北区グリツト設定及び発掘調査範囲図
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第11図南区グリット設定及び発掘調査範闇図

ＣＴはＢＴより直角に南東に延び、その位置はＣ－１３．１４～Ｌ－１３．１４区で、１０×50ｍの500

平方ｍである。山頂の平坦部に主眼を置くもので、ほぼ最高地点から南東へ2.5ｍ程の比高があ

る。

ＤＴはＣＴの北東側の下段に平行する。この位置はＣ－２０．２１～Ｌ－２０．２１区で500平方ｍで

ある。ＣＴより約マイナス４ｍの比高を見る。この幅員10ｍ内で2.5ｍの比高があるｏ

ＥＴ、ＦＴは、この調査区域のグリットに従うものではなく、樹木の隙間を任意に掘削したも

のである。ＥＴは山頂から西へ延びる痩尾根を幅２ｍ、長さ47ｍの94平方ｍを調査した。ここは

緩い西向きの傾斜地で比高７ｍを測る。ＦＴは頂部の平坦部から西へ延びる痩尾根である。ＣＴ

の端部から幅２～１ｍで、南地区の平坦部に入るまでの108ｍ掘削し、その面積は約135平方ｍで

ある。Ｌ-12区のトレンチの始まりより、南地区に入ったトレンチの末端部までは比高５ｍの南

下りの地形を呈している。この補助調査としてＦ'をＵ－Ⅱ区へ入れた。

南区域は第11図に示した枠内を全面調査した。この面積は約6,025平方ｍである。

南東確認調査区域はＧＴ～ＪＴを地形に合わせて任意に設定した。バックホーによる表土剥ぎ

を行ったが、１－２に記述した如く私共で調査は出来なかった。

Ｂ調査の進め方

北区域は山林で、樹齢70年程の杉林である。調査に先行して伐採・搬出が進められていたが、

調査予定日までに搬出作業が終了しなかった。合わせて枝や残材の焼却処分もその場で行われて

いた。

1７－



調査はトレンチの設定、バックホーによる表土の削平に始まり、地形測量（第１２図）を行った。

発掘作業はＡＴ、ＢＴ、ＤＴ、ＣＴの順で進められ、排士は全て一輪車で搬出した。

南区域の内、北側半分の柿団地部分は木根を残すのみで整然とされていた。南半分は杉と雑木

の混生林だったが、残材を多く残していた。発掘に先行して、バックホーによる清掃及び表土剥

ぎを行った。その後小グリットの設定、地形測量（第13図）を行った。発掘作業は北側から南側

に向かって順次進め、排土にはベルトコンベアを主として用いた。

Ｃ地形測量より

北区域は地形測量の結果、山頂部の最高地点の標高は54.86ｍであり、やや広い平坦部を持つ。

頂部より北側は尾根状に､平均７度の勾配で下り、古墳に至る。南側はほぼ同様の勾配で120ｍの

広がりを見、その先は崖となる。やや西寄りに痩尾根が延びる。東側はほぼ全体に階段状のテラ

スを作り出し､平均10度の勾配で下がる。これらのテラスは昔時の畑の痕跡と認められ、斜面の

一部を削って前面に盛土を行い、大方はこの盛土の先端部に垣根状に杉並木がある。この東側の

端部は、全面が崖状を呈している。そして山頂部と最低部との比高は25ｍを測る。西側は中央部

に幅10ｍ程の細い尾根が延びる。その先端部は過去の柿団地造成によって切断されて、その全長

は35ｍ、山頂部よりは76ｍを測る。また頂部との比高は７ｍを測る。この尾根以外は全‘体に急斜

面で、北西及び南西が沢になって入り込んでいる。北東に位置する小路以北の測量は実施してい

～Ｌ

首へ』

第12図北区調査区域内地形実測図
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第13図南区調査区域内地形実測図

ない。この範囲における遺跡推定面積は約20,430平方ｍであり、遺跡はなお北方へ続く。北側は

古墳の円を取り囲む如く、東及び北側へ円を画いて徐々に高度を下げる。

南区は大グリット１－２２からＨ－２９に至る6.025平方ｍである。これは北東側の嶺線に沿った

未買収地の西側、南西、南東部に当たる。北区域とは平坦な尾根で続いているが、未買収地の北

東側及び西、南西、南側共に断崖を呈し、南東及び南南東に山麓が続いている。

南区を大きく３分することが出来、それぞれの地形を記録して置く。ｌは１－２３，２４，Ｊ－２４

区で代表される部分で、西向きの舌状台地として広がり、５～６ｍの比高を測る平坦地である。

果樹園として造成され、削平された様子が認められた。２は１－２５区の南半から１－２６区の尾根

上の平坦部である。頂部より南南西に延びる小さな尾根状を呈し、左右より沢がせまる。この頂

部の東側よりも沢がせまり、南区全体の広がりが、ここで終了する。３はＨ－２８区東側半分であ

る。尾根上から北北東向きのやや

急な斜面で、調査地点以東は断崖

である。２から３への接点は平坦

な痩尾根であるｏこの尾根は調査

区域の最短部分より50ｍ程で、最

高地点の標高53ｍをもって一塊を

終える。

第14図南区遺構。遺物出土範囲図
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L=３９７０

L=４７５０

Ｄ遺跡の層序

北区域は、昔時に段切りによる畑地に造成され、大正末期頃には山林化したと言われている土

地であるが、遺跡の土層序列は比較的単純である。第15図はＡＴ北西側でｈ－２１区からｈ-30区

に至る土層である。土層は全体に黒色土であるが綿密な分類からＩ～Ⅲに分けることが出来る。

このうち、Ｉ、Ⅱ共に風化が見られる。強いて分別すれば、Ⅱは耕作土と推定され、Ｉは耕作土

であると共に表土の流失による堆積土や腐植土を含むものである。Ⅲは遺物を包含する黒色土で

ある。Ⅳは畑地としてのテラス造成時に深く切り取られた26区下部の地山や、２８区にみられる溝
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（環濠）掘削士の流失物である。なお、溝内の土層については１～８に示した通りである。第１６

図は同じくＡＴ北壁でｅ－３１区～ｄ－３５区に至る断面である。この土層については、第15図と同

様である。

第17図は、北区域ＢＴの北西壁で、Ａ－３からＡ-21区間であるが、一部拡張調査地の８，９

区とその前後の一部分を除外している。土層は黒色土のＩ。Ⅱに限られている。特に山頂部に位

置する14区までは、耕作土と推定されるⅡのみで、Ｉ及び遺物包含層であるⅢを見ない。また３

区の一部は直接地山が地層となっている。これらのことは、この山頂部分が、かなり削平された

ものであることを物語っている。

第18図は北区域ＤＴの南南西側即ち、Ｃ-20区からＬ－２０区に於ける断面である。第12図に見

られる如く、造成の段切りに平行、又は交叉しているため、非常に単純な土層を呈している。

南区域の土居は各所で種々の様相を呈している。それは第14図に示したＡ～Ｄによって異なる

ものであったが、調査中断のため、全体を把握していない。なお、北区域における士層の表示と

は異なる。

第19図に示した士層は、Ｈ-26に於ける区域で、稜線より10ｍ程北北東に下がった地点の山林

部分で、Ｈ－２６－９～39区に至るものである（第28図に矢印で示した)。沢の上部に当たるため

腐植士が90cmと厚い部分がある。地山に近く、ごく少量の遺物を見るが、包含層と言える程の土

居ではない。

第20図の上段は、１－２４－５～６区と、下段は1-23-15～35区の一部分である。第11図に矢

印で示した様に、接続はしていないがＴ字状に近い位置関係にある。双方とも果樹畑であり、前

者は台地の端部に近く包含層を止めているが、後者は住居j2'tに接続する地点とは言え、その殆ど

が撹乱層であることが分かる。その他記録に取っていないが、１－２４区に中心をおく果樹畑の大

部分は、地山の表面を30cm程削平されており、３０～40cmの耕作土が覆っている。またここには造

成時点の巨大なゴミ穴が２ケ所にあった。第14図にＣで示した地点は痩地の山林で、わずかの表

土を残すのみであったが、Ｂに示した北北東向きの斜面は厚い腐植士を残し、一部に遺物包含層

を認めることが出来た。
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Ⅳ遣 構

１遺構の概要

これまでの調査に於いて、八幡山遺跡の大まかな遺構とその配置等を知ることが出来た。発見

された遺構は、弥生時代の後期前半から後半に於ける住居並30基、その他の建物杜２基、Ｖ字状

の断面を呈する環濠は、それぞれ断片的な検出だが５ケ所で調査された。北区域に於ける環濠は、
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第27図遺構全測図Ｖ（南区Ｊ－２４．２５区域）
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東斜面に３ケ所で検出され、これらは２重に設置されたことが分かり、さらに周囲の踏査によっ

て環濠と推定される地形が２ケ所で発見され（第６図中にＡｏＢで示した地点）、３重の環濠を

要していたものと考えられる。また南区域での濠は環状にはならないが、北区域及び南東区域に

接続する尾根を断ち切るものであった。南区域は中心部の大部分が柿畑造成事業によって削平さ

れ、遣構数は僅かであったが、検出された住居杜の配置から察して多数の遺構が存在していたも

のと推定される。南東区域では五基の住居吐が報告されている。いずれにせよ北区域が当集落の

中心をなすものであろう。そしてこれら山頂に営まれた集落を「高地性集落」と称し、さらに環

濠などの防禦施設を要することから「高地性環濠集落」と呼ばれている。

北区域の山頂に前方後方墳が検出されている。これは弥生時代終末期を遡り得ないものである

ことから、八幡山高地性集落廃絶後の造営と考えられるものである。さらに八幡山古墳（円墳）

も合わせて一連の系譜の上で考えられるものである。

また北区域、南区域から奈良時代と推定される居住と考えられる遣構と、時代を特定出来ない

焼土坑遺構などが検出された。

９１

α
℃

、

６
８
．

、

霧』 念

第29図遺構全測図Ⅶ（南区１－２３区域上層部）
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これら遺構の全容や位置関係については、第20～27図の遣構全測図及び第28～30図の各遺構位

置図に示し、また表１に示した。

表１

北区域

Ａトレンチ

Ｂ ト レ ン チ

Ｃトレンチ

Ｄトレンチ

Ｅトレンチ

Ｆ ト レ ン チ

南区域

-|面蹄 ，｡-|面８噸
一

念 !…

適確
第30図ＳＫ１１号・１２号位置図

ＳＤ１号環濠ＳＩ１～３°８号住居吐ＳＢ１０号小型建物杜ピット群

ＳＸ１号土師遺構ＳＫ２号焼士坑

ＳＤ２号環濠Ｓ１４．６°１７．１８．１９．２０．２３号住居杜前方後方墳

ＳＸ２号土師遺構ＳＫ１号土坑

ＳＩｌｌ°１２．１３．２２．２４号住居杜ピット群

ＳＤ３号環濠Ｓ１５．７．９号住居祉ＳＫ３ｏ４号土坑

Ｓ１２１号住居杜

ＳＤ４号環濠

ＳＤ５号環濠Ｓ１２５．２６．２７．２８号住居杜ピット群

ＳＫ５．１２．１３号土坑

ＳＸ３号ピット群（土師）ＳＫ６．７．８．９．１０．１１号焼土坑

3２



〆

Ａ 環濠

集落を外敵から守るためにめぐらしたＶ字状の深い溝や堀を環濠と呼び、弥生時代に出現する。

八幡山遺跡で検出された濠は、部分的な調査でその全容は不明であり、集落を環状にめぐるもの

とは考えられないし、また尾根を断ち切った状態で直線で短いものがあるが、ここでは環濠の名

称で呼ぶ。なお、発見順にＳＤ１～５号環濠と呼ぶ。

ＳＤ１号環濠（第31図、図版５－１）

北区域Ａトレンチｆ－２７～ｈ－２８区にかけて検出した。ｆ-27区のほぼ中央部に濠の端部を発

し、Ｎ22度Ｗと北向きに延びる。標高40.2ｍでここは山腹の東向き斜面の中間地点に位置し、検

出できた長さは9.9ｍと少ないが、北下りに延びる。濠はＶ字形、一部逆梯形で、端部に向かっ

てＶ字状を成し、深さをやや増す。濠の上幅は180～250ｃｍ、底部幅はＶ字状部分で15～20cm、

茶色粘質土

赤色混茶色粘質

炭混赤渦色土

黒禍色砂質土

Ｂ
L=4020-且_二

9＝悪三二堂

LlL三

８

／

へ

Ｉ

２北区域と南区域の遺構

Ｈ

１
２
３
４
５
６
７
８
ｑ

炭混暗褐色砂質土

炭混り茶褐色土

炭混り黄色砂質土

赤色砂質土

赤土ブロック

２

3３

第31図ＳＤ１号環濠平断面図



Ａ

逆梯形部分で50～70cmを測る。深さは中心部分で170cm、谷側で150cm、山側は180cmを測る。こ

の両側面の傾斜度は66～70度とほぼ均一である。発端部の上部は半円形を呈し、山側の上部には

小規模なテラスが見られる。谷側の側面上部には３個のピットが見られるが、濠との関連はなく、

第21図に示した如く、周囲のピット群に係わるものと考えられる。

発端部の南側はトレンチの端まで８ｍ程を測り、この区域に連結する濠を見ない。通路と呼ぶ

には広すぎるが、一応その様に考えて置きたい。なお、濠の端部に接してＳＢ１０号とした小型の

竪穴遺構がある。そこに柱穴や焼土などが検出されなかったが、一応小型建物遺構と考えて来た。

しかしながら、あるいは濠の堀り掛けの一部とも考えることは出来る（第21図参照)。

濠の覆土は下方部分に見られる様に、赤色、黄色、茶褐色などの砂質土である。こられはこの

濠の母体である地山の土と考えられ、従って堀り揚げられた残土は山側で土塁状を成していたこ

とが推測できる。なお、第31図に示した６，７層に少量の土器片が混入していた。

ＳＤ２号環濠（第32図、図版５－２．３）北区域Ｂトレンチ、Ａ－１７．１８区からＢ－１７．１８

区へ延びる。ＳＤ１号と同様に濠の発端部に当たる部分の検出で、濠はＮ45度Ｗの方位を以て南

東へ延びる。これは山頂の平坦部に近い東向き斜面にあり、濠は斜面に水平に設けられている。

この標高は50.3ｍで、ＳＤ１号環濠より10ｍの高所にあたる。濠は逆梯形で、上部幅210～250cm、

底幅は37～50cmを測り、深さは中心部で135～153cm、谷側は120～135cm、山側は160～170cmを測

る。西側面の傾斜度は谷側がやや急で60～64度、山側は53～57度を測る。発端部の造りは上部、

底部共に方形を呈し、｡特に底部は水平・＝里型

に造り出され、従って両脇が角張る。

濠の上部には谷側、山側共にそれぞれ

１３個のピットが並ぶ。これは濠の上に

さらに防禦柵、いわゆる逆茂木を組ん

だものであろう。内部の覆土はほぼ水

平の堆積である。これはＳＤ１号環濠

の位置がやや急斜面なのに比べ、ここ

では傾斜度は緩く、埋没に時間を要し

たことが知られる。検出範囲が7.5ｍ

と少ないが、各地層から高杯や器台を

始めとする土器片が比較的多く検出さ

れた。また全容は不明だが、木製品の

出土も見た。

５黄禍色粘土（遺物包含層）

６炭粒混黒色土
ＳＤ４号

ＳＤ２号

－ －
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第32図ＳＤ２号・４号環濠平断面図
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ＳＤ３号環濠（第33図、図版６－１～４）北区域Ｄトレンチ、Ｊ－２１，Ｋ－21,Ｌ－２０．２１

区に於いて検出した。濠はＮ22度Ｗと南北に延び、両端をトレンチの南及び東壁へ向かっている。

やや急斜面が始まり出した部分に位置し、南側が高く、東側が高度を下げている。検出できた濠

の全長は13ｍに過ぎないが、南側と東側で40cmの高低差を見る。そして谷側に向かって緩い弧を

画いて延び、東側はＳＤｌ号に向かっていると推測される。

濠の断面はＶ字状で南側の一部が僅かに狭い底部を有しているが、その幅は10～15cmに過ぎな

い。上幅は230～280cmを測り、深さは中心部で120～180cm、谷側で110～120cm、山側では140～

160cmを測る。また第33図Ｂセクションに示した断面図に見られる如く、山側の自然の地形をも

合わせると、その深さは２ｍとなる。側面の傾斜度は両側共ほぼ同じで、５５～63度を測る。濠の

上部の谷側、山側両方にビット列があり、ＳＤ２号環濠同様に柵列が施されていたことが推測さ

／ｌ炭粒含暗灰色上５赤禍色混士一ＬＬ雲48,8Ｂ‐

／２黒色上（黒ポク）

J型fLiL

③ へ

へぞ

～
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－､、 、忠
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第33図ＳＤ３号環濠平断面図
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第34図
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、

、

この覆土の内、最下層部の上面に比

較的安定した土器の出土を見た。土

器の検出は少量であり、壷類が主体堂

であった。出土状況を第34図に示し

た。

ＳＤ４号環濠（第32図、図版６－

５．６）北区域と南区域を結ぶ痩

尾根上にあり、大グリットＨ－２２内
匡

のＴ－Ⅱに位置する(第25図参照)。封
検出できたのは樹間を縫って設定し＝’

たＦトレンチであり、痩尾根の最も

狭まった地点である。濠はこの尾根

を切るものであり、Ｆトレンチは濠

に対して直角に位置したため、幅

120cmの検出に過ぎない。東側に樹直｜
木を避けたＦ,トレンチ内に側面の

一部を検出した。その結果、大まか

ではあるがＮ65度Ｗの方角に延びる

と推測される。濠は第32図上部に示
罵

した断面図の如く平地上にあり、上デ
ヨ

幅450cm､深さ135cmで底部はV字状曾｜

をなす。北側、南側（同図中でＮｏ

Ｓで示した）共に上部の流出が見ら

れ初期の幅員は280～300cmと推定さ

れる｡側壁の傾斜度は北側42度､南､＜
側52度を測る。この痩尾根は18ｍ程

の幅であることから、濠の長さもこ

の範時になろう。なお覆土の最下層

に土器片が検出されている。

れる。なお、第33図の平面図下側にある２条の溝は現代に於ける畑の畝跡である。

濠の覆土の内、Ａ及びＣセクションに示した土層の内、４と８は同質土であり、下層の３層は

濠の堀り揚げた残土と考えられるものであり、山側に土塁状の残土が積まれたことが推測される。
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ＳＤ５号環濠（第３５．３６図、図版25参照）南区域のほぼ中央部にあり、大グリットＨ－２６区

に主体部を置く。南区域の主体部と考えられる北西区と南東区域に接する東区域とを結ぶ痩尾根

上にあり、この尾根を切断するものである。ＳＤ５号環濠は第Ｉ章２－Ｅに記述した如く完掘し

ていない。また私共の手でサブトレンチさえも入れることが出来なかったが、第35図に示した報

告〔渡辺1990〕があるので参考にしたい。

遺構はＮ27度Ｅの方向にやや湾曲しながら延び、南端は１－２７－１区の谷に面し、北端は東側

の谷に接しているが、端部を把握出来ない内に掘削を終えた。これまでの濠の幅員は最大375ｃｍ

で、最少は240cmで全長は約16ｍである。第35図に示したものは濠の中間層までの掘削であり、

この部分に後述する古代のピット群が出現した。第７次確認調査報告による第36図によれば、濠

の深さ120～130cmで細い底面を有するが、詳細については不明である。なお濠内に於ける撹乱部

分は、第４次確認調査のトレンチによるものである。
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第36図ＳＤ５号環濠下部確認図（第７次確認調査結果）

（「八幡山遺跡南地区・西地区確認調査」より）

Ｂ住居：tl上

総数28基の住居杜を検出した。この内一部は確認のみに終わったものもある。住居杜の大方は

斜面上に構築されているものであり、谷側部分に不明なものが多い。また昔時の畑地造成のため

削平によって不明なものも多い。いずれにせよ、山側に残る竪穴の堀込みの一部分や、水切りの

周溝などで住居祉と倣したものもあり、一部に問題を残すものもあるが、とりあえず任意の通し

番号を付して呼称した。しかしながら、その後の精査によって一部に欠番が出た。また一部は時

代的に相異を見ることなどから次項に譲るものもある。それらの内、１０号は小型建物祉、１４，１５

号は奈良。平安時代の遺構であり、１６号は欠番となった。（なお、１４号はＳＸ１号、１５号はＳＸ

２号として報告する｡）

図示した住居杜の柱穴などに関しては、それぞれ深さと底部の標高を記して添付した。

－３７－



B‐

Ｓ’１号住居杜（第37図、図版７）

北区域ｆ-22区に位置し、床面の

標高は45.7ｍである。東向き斜面で

約15度の傾斜地である。遺構は山側

の一部に竪穴の堀り込みと、床面に

遣された壁溝と柱穴がある。溝や堀

込みの残存は南西側のみで、その他

は流出しているが､平面プランは隅

丸方形であろう。残存する掘込み部

分は山側で2.5ｍ、谷に向かって１

ｍ程で、深さは20～25cmである。床

面の壁溝は上部40～50cm、底部で１０

～30cm、床面よりの深さは１０cm程で

ある。主要な柱穴は定かでないが、

Ｐ５ｏＰ８ｏＰ９などが考えられる。こ

の位置は畑の造成には無関係の位置

に当たることから床面の削平は考え

鱈
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第39図Ｓ１２号住居祉内貯蔵穴平断面図

－３８－

に当たることから床血の削半は考え第37図Ｓ

られず、何等かの方法によって構成されていた可能性が考えら

れるが実態は不明である。溝内などから多量の壷類が出土して

いる。

Ｓ’２号住居杜（第38,39図、図版８）Ｓ１１号住居杜の

西側上手にあり、ｇ－２１．２２区を中心とする。東向き斜面に位

置し山側の掘込みを．の字形に残し、谷側の一部分である北東

側は床面の流失が進んでいるが､平面プランは隅丸方形で、５

ｍ×5.5ｍを測る。長軸は斜面に直角に位置し、その方位はＮ１

１１号住居祉平断面図

一Ｌ=4９７０
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２
３
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２
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３
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８

２
１
３
１
１

4511

4519

4502

4491

4519

bUc国

4559

4591

4595

4594

4559

6度Ｗを測る。竪穴の掘込み

は地山面より54cmを測る。主

要な柱は５本が考えられ、

Ｐ６．Ｐ８ｏＰ１８ｏＰ２１ｏＰ１３と見

られP20もこれを補佐したか

に見られる。この他Ｐ１４、Ｐ１６

など竪穴の外周に位置し、何

等かの主役を果たしたものと

思われるＯまたＰｌ・Ｐ２ｏＰ７

Ｐ鱒～P26など上屋の垂木材が

１
８
４
２
１
０
８
７
０
７
６
９
５

１
１
１
１
１
２
１
２
５
１
１
１
５

１号催居靴ピット深度表

番閣 深さ 底部標高

4548

4553
4526
4536
4519

番号

６
７
８
９
，

深さ 底部標高

2号機雇拠ピット深度表

番号

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
勉
咽

深さ 底認標高 番号深さ

６
４
３
《
Ｕ
１
３
９
９
４
０
４
２
８

３
１
３
価
１
４
１
‐
今
５
２
３
２
１

底部標高
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地面に入っていたものと考えられる。床面中央部に45×55cmの焼土があり、炉として焚火が行わ

れていたことが分る。南側奥の正面に貯蔵穴が見られる。従って北側横手が入口と推定出来る。

貯蔵穴は楕円で長径85cm、短径75cm、深さ30cmを測る。長軸部に狭いテラスを持つ（第39図参照)。

流失している谷側の床面の一部分は盛土によって構成されていたものと考えられる。住居の山側

外部に弧状の排水溝があり雨水の水切りであろう。上幅80cm前後、深さ15cm程で７ｍ程を測る。

図版８－２に示した如く、住居杜及び排水溝内より多量の土器が出土した。なお紙面の都合上第

38図と第39図が逆順となった。

Ｓ’３号住居社（第４０．４１図、図版９）ＳＩ１号住居吐の山側に位置し、同２号住居杜の長

軸の軸線上にある。Ａトレンチのｅ－２１区に中心を置き、床面の標高は468ｍを測る。竪穴の掘

込みは山側に当たる南側と西側にＬ字状に見られ、谷側には見られない｡平面プランは一部推測

もあるが、５×4.5ｍの隅丸方形で、山の斜面に直角に長軸を有する。中心部に焼土のみを残す

炉があり、南側面の中心に貯蔵穴がある。上屋を支える柱は４本で、Ｐ,～Ｐ４がその柱穴である。

この内Ｐ３は57cm、Ｐｌは54cmと深い。床面の現況は谷側の柱穴まではほぼ水平で14cmの高低差だ

が、Ｐ2°Ｐ４の外寄りは最大55cmの差が認められる。住居の谷側に並ぶＰ６からＰ８の３個のピッ

トは床の盛土の土留に用いられた杭穴と考えられる。貯蔵穴は竪

穴に添って掘られ、上口で90×80cmの円形、底部は60×50cmの方

形で、深さ43cmを測る。東側に一段堀下げたテラス状の窪みがあ

る。貯蔵穴底部より３個体の小形土器が検出された（図版９－３)。

住居祉内での出十十器は多量であり、またアメリカ式石嫉が１点

検出された。
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Ｓ’４号住居杜（第42図、図版10）Ｂトレ

ンチＡ－１８，１９区に位置する。トレンチの北西

側に掛かるもので完掘していない。遺構は北東

向きの斜面にあり、山側部分を残すが谷側は斜

面となる。山側に残る竪穴の堀込み部分は西偶

の一部を残しているものの多くは流失し、床面

に残る竪穴の壁溝によって平面プランを把握す

ることが出来る。この結果、長軸５ｍ程の隅丸

方形の床面をもつ住居杜であることが推測出来

るが、短軸に当たる谷側の寸法は不明である。

西側に残る竪穴の深さは20cmで、それに続く壁

溝は深さ５cm、幅12～20cmである。柱穴はｐ４ｏ

Ｐ６の他は確認できなかったが、それぞれ地山

面より78,87cmと深い。このうちｐ４はＡセク

ションに示した如くＰ６の床面より２５cm程も低

位置にあり、盛土による床張りが行われたと考

えられる。竪穴の壁に添って見られる
１ｍ

小ピットＰ５ｏＰ８～Ｐ１２は屋根材を支

えたものであろう。炉祉などの検出は

出来ない。なお図版10の床面に見られ

／る細かい穴は杉の巨根の除去に際した
)／細根の残部である。床面より同図に示

した増の出土を見た。

Ｓ’５号住居杜（第43図、図版11）

ＤトレンチＥｏＦ－２０に位置する。竪

穴の堀込みは山側部分の南側。西側部

分に残るが谷側は床面共に不明である。

平面プランは隅丸方形で長軸７ｍ、短

軸は斜面に向かって5.5ｍ強と推測出

来る。床面のほぼ中央に炉祉を見、多

量の灰と焼土を残す。また南東側の壁

に添って貯蔵穴がある。貯蔵穴は直径

１ｍ、底径40cm程の円形で深さ40cmを

測る。室の中央側に小さなステップを

見る。床面に多数のピットが検出され

⑫
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ヲ
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〃

第41図Ｓ１３号住居祉内貯蔵穴平断面図

第42図Ｓ１４号住居祉平断面図
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たが、屋蓋を支えた柱の跡はＰ３･Ｐ５・Ｐ10．P16の４本と推定され、竪穴の壁に添ったＰ30～

P36などが垂木材の支点であろう。その他P21oP24oP26･Ｐ鯛及びP19は比較的深いピットであり

何等かの主要な役割を持ったものと思われる。図版やＡセクションで見られる如く谷側の床面は

失っているが、これらの部分は盛土による床面を形成していたものであろう。なお特に深い柱穴

を有していたことを特記しておく。床面からは図版に示した如く多量の土器片を検出している。

箆描紋系、刺突縁帯紋系、縄痕、ハケメなどを有するものである。また、覆土中より土製紡錘車
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③

Ｓ’６号住居杜（第53図参照、図版１２－１，２）Ｂトレンチ

Ａ－２０区に位置し、北西側半分は未掘である。谷側は19号住居並

と重複する。傾斜地のためこの切合いの詳細は不明瞭だが、１９号

住居杜が先行するものと考えられる。検出できた遺構は南側部分

の竪穴の堀込み部分の４分の１程である。検出範囲が少ないため、

確証はないが、隅丸方形プランを有するものである。床面の盛土

は流出が進みＡ及びＢセクションに見られる如く傾斜を呈してい

る。また竪穴の上部の流失も進んでいるが、２８cm程の掘込みが認

められる。また主要な柱穴などは確認されていないが、竪穴の掘

込み及びその外周に添って屋根材を固定したピット群が並ぶ。ま

たその外側に多数のピットが存在するが、目的は不明である。住

居祉床面より箆描紋系、刺突紋系の土器を主体に検出した。

Ｓ’７号住居杜（第44図、図版１２－３）ＤトレンチＨ－２１区

に位置する。竪穴の掘込み部分を残すのは山側と南側の一部にＬ

字状に見られるに過ぎないが、隅丸方形プランを呈する。図示し

た竪穴の一隅がＰ９地点にあるかに思われるが、主要な柱の一本

がＰ６と考えられることから、もう少し延びる可能性がある。断

面図に示した如く盛土による床面と考えられる部分の多くは流失
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第44図Ｓ１７号住居祉平断面図

している。また第22図に見られる如くこの北西側は近現代の畑作によって撹乱されている。した

がって主要柱穴はＰｌｏＰ５ｏＰ６の他、残る１本が検出できない。これらの中心部分にＰ２ｏＰ３

の柱穴があるが、中心を支えた五番目の柱の可能性はある。炉祉、その他は検出されていない。

なお、図版に見られる如く木根によって床面は荒れている。

Ｓ１８号住居:t止（第45,46図、図版13）Ａトレンチｄ－３３区に位置する。ここはＳＤ１号環

濠（二重環濠の外側のもの）の外側下方30ｍ地点に位置し、その標高も同環濠より5.3ｍ下り、

Ｃ
ｌ

－４３

7号住居祉さツト深度表

番号 深さ 底部標高 番号 深さ 底部標高

4787
5814
5813
4837

５号住居則:ピット深度表

番号深さ 底部標高 番号 深さ 底部標高

８
１
８
６
９
９
１
０
１
８
１
２
３
４
５
４
３
５

７
８
７
７
７
７
８
８
８
７
８
８
８
８
８
８
８
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これまでの調査範囲内で最も低い位置にある住居杜である。検出

した住居吐はトレンチ内の２分の，であるが、やはり谷側は落差

があって把握出来ない。竪穴の壁を残す部分は山側と南側の一部

分で、床面の谷側は流失によって傾斜している。南隅，ケ所で見

る限り大き目な隅丸を呈する方形の床面を有したものと考えられ

るo平面的には山側の壁面に添って貯蔵穴があり、床面に炉と推

定出来る小範囲の焼土が残る。また竪穴内には多数のピットがあ

り、これらの優劣を定めかねてこの住居における柱穴を決められ

ないが、炉吐を中心とすることによってＰ２，・Ｐ42を主柱とし、

この竪穴の一辺は６ｍの広がりを見るものと考え、貯蔵穴は壁面

の中心よりやや片寄って所在するものと考えておく。壁面に添っ

てＰ'～Ｐ１０などの小ピットが並び垂木材の支点である。山側に

残る竪穴の深さは６０cm程で、当遺跡内では深い部類に入る。竪穴

第45図Ｓ１８号住居祉平断面図（部分）
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3271
3289



４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２

>多〆
内に設けられた貯蔵穴は山側の壁面に添って

掘られ、上口108×70cm、底部は80×40cmの

楕円であり、深さは24cmを測る。内部より大

型の高杯を始めとする良好な土器群が検出さ

れた（第46図、図版１３－３）。なお、竪穴の

床面及び竪穴外部よりも多量の土器が出土し

ている。また貯蔵穴の覆土より石鑑の検出が

ある。

Ｓ’９号住居杜（第47図、図版１４－１，２）

Ｄトレンチ内Ｃ－２０区に位置する。ここは緩

斜面に位置するため床面の保存状況は良好で

ある。竪穴の堀込みは谷側を除いた三而に．

Zｍ
Ｉ

ｒ
７
全
ざ

＝

ロロ

一
切

ツ
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蕊ｆＪ:鴎撒蕊
笈穴平断面図ある。竪穴の堀込みは谷側を除いた三面にコ

ー部不明瞭な部分もあるが４～５cmの厚さの粘土張りが見られる。

第46図ＳＩ８ 号住居祉内貯蔵穴平断面図
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第47図Ｓ１９号住居祉平断面図
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９号住居杜ピット深度表！

ノ

ヘさ

卜
予
葛
冨

◎
Ｐ2５

◎

雫

ｉｌ
ｌｌ

ｉ；

深さ 底部標高 番･号 深さ底部標高

2９４７６５
１０４７８７
１０４７８８
６４７９２

３８４７６８
ユ４７９７
二７４７９４
１４４７８８
４４８２４

２３４８１６
２２１４８１１
１８４７９０



７４９５１７７

８１１５２１７
９２０５２０７

１０２６５１９９

１１２０５２０３
１２６５５１５５

5177

5217

5207

5199

5203
5155

分にテラス状のステップが造られている。

住居吐内出土の土器は比較的多く、さらに６点の石鑑の出土は特筆に値するものであろう。

Ｓ’１１号住居杜（第48図、図版１４－３）ＣトレンチＫ－１４区を中心にして位置する。この辺

りは山頂の平坦部に当たり、南東向きの緩斜面で削平によると考えられる破壊が進んでいる。竪

穴部分は殆ど削平され、南側にそれと推定される僅かな落込部分が1.5ｍ間に互って見られる程

度である。この落込の北側に炉と推定出来る焼土と南北に並ぶ３基の柱穴Ｐ12。Ｐ７．Ｐ２が見ら

れる。この他小ピット以外は撹乱や削平によって失われているが、遣された遣構より次の如く推

測されよう。この住居地は南北に長軸を有し、屋蓋を支えた主要な柱は６本で、それぞれ３本ず

つ併列する。この柱列の中間に当たるＰ７と炉が垂直に位置することから炉は建物の中心部に位

置するものであり、床面の長径は5.4ｍ程あり、東西は4.5乃至５ｍの範勝に納まるものであろう。

だが平面プランは不明である。炉は直径60cmと焼土の範囲が比較的広く、この内にやや片寄って

２ケの小ピットが見られる。この小ピットと炉との関係は不明である。なお、ＰｌｏＰｕなどのピッ

トも補助的な柱穴と考えて良いものであろう。

Ｓ’１２号住居杜（第49図、図版１５－１）ＣトレンチＦ－１３区で僅かに検出した遺構であるが、

住居吐の中心部はＧ－１４区に位置するものであろう。前記Ｓ１１１号住居杜と同様な平坦地にある

が、全測図（第23図）に示した様に南北の段切りによって東側が削平され遺構の殆どが破壊され

ている。残存する遺構は東下りの緩斜面で、西側に床面の隅部と推定出来る部分を僅かに認めら

れ、山側に1.2ｍの間隔を置いて三日月状の排水溝を見る。第49図には煩雑を避けるため記入し

ていないが、床面には前述した如く畑作の段切りがあり、また図版にも見られる様に多数の杉の

巨根があり、詳細を把握でき

ないが、小数の小ピットと貯

蔵穴と推定されるＰ９がある。

この穴の中心に13cmの段差を

見る段切りが通過しているが、

残存する最大深度は39cmを測

る。背後に残る排水溝は最大

幅60cm、深さ13cmである。
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11号住居並ピット深度表
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5200
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’１１号住居並ピット深度表
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第48図Ｓ１１１号住居祉平断面図
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番号． 深さ 底調標高 番号深さ 底部標
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第49図Ｓ１１２号住居祉平断面図

Ｓ’１３号住居杜（第50図、図版１５－２）ＣトレンチＤ－１４区に位置する。住居杜としての確

たるものは無いが、２段の落込みとピット群から住居杜と倣した。２段の落込みは１ｍ乃至80ｃｍ

程の間隔を持つもので、おそらく建替による２棟が重複しているものであろう。いま柱の構造な

ど復元しかねている。覆土中より石鑑の出土を見た。

Ｓ１１７号住居辻（第51図、図版１５－３）ＢトレンチＢ－１６に位置する半円形の溝を以て住居

杜と推定するものである。北東下りの傾斜地で、ＳＤ２号環濠の内側に接するものと考えられる

が、住居杜そのものは流失して不明である。溝は排水溝と考えられ、図示した如く半円形と推定

されるものの半分である６ｍ程を検出した。未掘部分を合わせた推定直径は８～8.5ｍで、上幅

80cm前後、底幅30～50cm、深さは20cm前後を測る。住居城と思われる床面より石鍛が検出されて

いる。
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第50図Ｓ１１３号住居祉平断面図
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１２号住居姓ピット深度表

番号深さ 底部標高 番号 深さ 底部標高

１３号住居杜ピット深度表

番号 深さ 底部穣高 番号深さ 底部標高
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第52図ＳＩ１８号住居吐炭化物実測図（未完掘）

－４８－

いる。なお南隅よりカメ形土器が検出されて

いるが、床面を見ていないため、柱穴などの

状況は不明である。当住居杜はここで検出し

た住居杜の中で唯一の方形プランを呈すもの

であり、また3.6ｍと最少の床面を測るもの

である。また落下した木炭が放射状に見られ、

中心に集中していることも注目するところで

ある。

Ｓ１１９号住居辻（第53図、図版１２－１）

ＢトレンチＡ－２１区に所在し、Ｓ１６号住居

杜と一部が重複する。比較的緩斜面であるが、

南隅の一角に竪穴と推定される堀込みが見ら

れ、図示した如く小ピットがあるが、図版に

見られる如く２本の巨杉による多量の根によっ

て床面が荒れ、より具体的な把握ができず、

、＝
、

第51図Ｓ１１７号住居祉周溝平断面図（部分）

Ｓ１１８号住居杜（第52図、図版１６－１～３）ＢトレンチＢ－１９、２０区にあり、比較的緩斜面

である。住居杜の覆土は全面黒色灰と木炭に覆われ、一見して火災によって廃棄された住居杜で

あることが分かる。第52図に図示出来た黒色のものは、焼け落ちた構造材の内の太めの木炭であ

り、この他図示出来ない細かな木炭で覆われている。これらの状況を保存するため、住居杜の床

面を完掘していないが、その形態はおおよそ把握出来た。竪穴の堀込みは山側に．の字状に見ら

れ、谷側には無い。この竪穴の南側の隅はやや丸味を帯びているが、北西側は角を成しており、

どちらかと言えば方形と倣し得よう。この平面の計測は竪穴の内法3.6ｍ、谷に向かっては木炭な

どを限界として3.2ｍである。山側にＶ字状の細い壁溝があり、北西側もかすかに溝状を成して

いる。なお南隅よりカメ形土器が検出されて

Ｒ‐一ＬＬ=4880

１７号住居吐ピット深度表

番旨 深さ

1８
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底部標高

5二０７
b()7９

番号深さ

2５

底部穂高

51塑



一生L=4850

住居杜と推定されるに止まった。

従って柱穴などは断定できない

が、Ｐ１６は30cmと浅いが一応貯

蔵穴と考えておきたい。Ｓ１６

号住居杜に先行するものと推定

された。
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第53図Ｓ１６号。Ｓ１１９号住居祉平断面図（部分）

Ｓ’２０号住居杜（第54図、図版１６－４，１７－１）ＢトレンチＡ－１６区にかけて一部分が検出

された。Ｓ117号住居杜の横に並ぶもので、ＳＤ２号環濠の開口部分の内側に位置する。検出さ

れた部分は竪穴の1.5ｍ程と背後の排水溝の一部分で、多くは西側の未堀部分に位置するもので

ある。検出した部分は竪穴の東隅で、やや角形を呈するが隅丸方形の範晴にあるものである。断

面図を取ったトレンチの壁面には現れていないが、竪穴のコーナー部分には壁溝が見られ、底部

の幅20～７cm、深さは浅く５cmを測ることが出来た。床面の確認は東西1.3ｍ程に止まり、南北

には1.6ｍ程で谷側は流失して不明となる。竪穴の内外に小ピット２ケがある。なお図示した様

に少量の土器が検出されている。排水溝は竪穴より1.3ｍ前後隔てた位置に、曲線状を呈してあ

る。上幅50～70cm、底幅20～30cm、深さは15cm前後と浅い。溝の東側には図示した如く多くのピッ
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６号住居土|I:ピット深度表

番号 深さ 底部標高 番号 深さ 底部‘標高

19号住居hlピット深度表

番号 深さ 底部標高 爵号 深さ 底部標高



Ｉ

卜が見られるが、住居地との関連や溝との関連などは不明である。なお写真図版の左上部に見え

る段差は畑作当時の削平によるものである。

第54図Ｓ１２０号住居祉平断面図（部分）
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Ｓ１２１号住居杜（第55図、図版１７－２～３）Ｅトレンチｃ－３区に位置する。Ｅトレンチは

前章に記した如く山頂より西向きに延びる細い尾根で、遺構はこの尾根の始まり部分にあり、緩

い西向きの斜面に位置する。Ｅトレンチは尾根上の樹間に設定したもので、その幅員は１～1.4

ｍであるが、このＩ､レンチに住居祉の中心が現れた。住居祉床面でのトレンチ幅は80cm程である

が、山側に深さ30cmの竪穴の掘込壁が確認され、この壁面より2.8ｍ地点に炉祉である焼土があ

る。谷側の床面は4.5ｍ程で流失しているが、炉祉が中心部と考えられよう。図示した如く炉祉

及び壁面に接して３ケのピットがあるがいずれも柱穴などとは考えられない。また20cm程の河原

石が壁面近くに据えられ、何等かに用いられたことが知られる。遺構の全体像などは知られない

が、炉吐に近い床面より良好な壷形土器が検出されている。

Ｓ１２２号住居社（第56図、図版１８－１）ＣトレンチＬ－１３，１４区に位置する。東下りの緩斜

面で山側と南側にＬ字状の深い掘込みを残す。また北側も僅かに床面の境を残すが、谷側は不明

である。従って床面の全体プランは不明瞭ながら隅丸方形と推測される。ほぼ中央部に炉祉の焼

土が見られることから、南北に3.7ｍ、東西に３ｍ程の小形の住居杜である。床面の山側に多数

未掘

第55号Ｓ１２１号住居祉平断面図（部分）
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◎
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20号住勝北どシ1､深度表

番号 擁 底部標高 番号深さ 底部探高

2二号住瑞虻ピッ:､深度表

番号 梁さ

1４

底部標高

5126
51二８

番号 架さ

1２

底部標高

5127
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のピットがあるが、Ｐ３ﾟP10oP13が上屋を

支えた柱穴であろう。残る１本は検出できな

い。Ｐ,,としたものは貯蔵穴であり、やや山

側に片寄った壁面に添ってあり、口径50cm、

底径30cm、深さ29cmである。ごく少量の土器

と石鑑１点が出土している。

Ｓ１２３号住居杜（第57図、図版１８－２，３）

Ｂトレンチの拡幅調査地点にあり、ａ－１０

区に中心部を置いて位置する。北確認調査区

域における山頂部分の広い平坦地の北側に当

たり、全掘していないが遺構はやや北下りの

緩斜面に向かっているかと推定される。後述

する前方後方墳の確認のための拡幅調査部分

で検出されたもので全掘していない。遺構は

隅丸方形と推定される平面で、南側を背にし

て．の字形を呈する竪穴の掘込みを有するも

のと思われるが東側は全掘していない。発掘

した壁面の全体に壁溝を見るが、西半分の壁

面は前方後方墳の前方部の先端によって僅か

に削られ、２０cm前後の幅となるが、東側に残

る壁溝は10cm強に止まっている。床面の中心

部に炉吐と見る焼土があり、南側壁面の中心

部に添って浅い貯蔵穴がある。柱穴などは検

出できなかったが、壁に添ってＰ１ｏＰ２の

小ピットが見られることから垂木材のもので

あろう。床面の推定寸法は3.5ｍ四方である。

なお、貯蔵穴とその周辺から土器が検出され

ている。
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第56図Ｓ１２２号住居祉平断面図
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第57図Ｓ１２３号住居祉平断面図（部分）
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23号住居則:ピット深度表

号 深さ

１０

底部標高

5439

番号 深さ 底部‘標

5409

22号ｲ､ﾖ届杜ピット深度表

番号 深さ 底部標高 番号 深さ 底部標高
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25号住届祉ピット深度表

番号深さ 底部標高

46i2
4604
4631
4600
4677

番号 深さ 底部標高

24号住居城ピット深度表

番号 深さ 底部標高 番号 深さ 底部標高



Ｓ’２４号住居杜（第58図、図版１９－１）ＣトレンチＥ－１４区に位置し、左右に12号、１３号住

居杜がある。図版に示した如く杉の巨根が多く遺構の確認に苦労があった。遺構は隅丸方形プラ

ンを呈する竪穴式住居で、山側にその掘込みの一部が残る。この掘込みはそのまま浅い壁溝とし

て残り、この幅員は30cm程で、一部60cmを測る。床面の谷側は山側の平坦地に近いにもかかわら

ず、流失が進んでいて把握できないが、南北には５ｍ余りの広がりを有する。柱穴、炉吐などを

検出できないが、床面に多数のピットがあり、Ｐ,。Ｐ,2あるいはＰｕなどが柱穴と推定される。

壁溝に添ってＰ１４～Ｐ１８などは上屋材の痕跡と思われる。

Ｓ’２５号住居辻（第59図、図版１９－２～３）南全面調査区域の大グリット１－２３区における小

グリット12区（以下1-23-12と記す）に位置する。北確認調査区域に通ずる尾根の付根の嶺線

にあり、南西向きの緩斜面である。竪穴の掘込みは嶺線側に3.5ｍ程を残し、深さは20cm程を認

めるにすぎす、左右及び全面はほぼ平坦で、限界を特定できない。この掘込みの形態から一応隅

丸方形プランと考えられ、南北に約4.5ｍ、東西には3.5ｍ程の広がりと推定される。床面の一部

分には褐鉄鉱の小喋が敷かれ、張り床状をなしているが、湿気抜きの手段であろう。一部分に杉

の巨根によって撹乱され不明部分があるが、床の中心部に方形に敷かれたものと推測される。床

の中央部には炉赴の焼土が見られる。７～８cm程の窪みを作っている。この炉を中心にＰ'・Ｐ２・

Ｐ４・Ｐ６の４ケのピットが柱穴であり、いずれも25～30cmの径で、深さも42～64cmと深く、太い

柱が使用されたらしい。北側の側面と推定される位置に貯蔵穴があり、底部で30cm×60cmの楕円

を呈している。なおＰ６の柱穴は西向きの斜状を呈しているが、垂直に使用されたものであろう。

Ｓ’２６号住居杜（第60～62図、図版20）大グリット1-23-34～35区に中心を持つ住居杜で

ある。柿団地に造成された平坦地であるが、調査の結果、旧状は北西向きにある程度の傾斜を有

する地形であることが知られる。遺構は上層のピット群遺構の下層に発見されたものである。こ

の上層ピット群のピットは全て下層面にまで貫通して居り繁雑な様相を呈している（第62図)。

第60図は一応上層ピットを図面上で削除したものであるが、なおも小ピットが多数あり、不自然

な状況を呈している。

竪穴の掘込みは東、南側にほぼ半円状に20cm前後の深さで残るが、谷側はほぼ平坦で終わって

いる。なお第60図Ｂセクションの内、Ｂ地点に掘込み状にあるが、撹乱による落ち込み部分で

ある｡平面プランは円形にも見えようが、隅丸方形と見る方が妥当であり、北、西側の限界は不

明瞭だが、５×５ｍ程と計測される。床面の中央部と北側に接した２ケ所に円形の焼土が残る炉

があり、北側の炉には薬研状の窪みを有する。柱はＰ６・Ｐ１０・Ｐ１６・P25の４本で57～74cmの深さ

を持ち、南北に2.2ｍ、東西に2.5ｍ間隔を測る。竪穴外部におけるＰ29～P36に至る小ピットと上

屋根などとの関連は特定できない。床面南側に貯蔵穴がある。壁面より25cm程離れて掘られ、中

央寄りの中間に２段の小ステップがある。形態は円形で底部は直径30cm、深さは60cmと深い。中

段以下の覆土は炭化物を混入した粘質土であり、底部に喋を見た（第61図)。住居杜より多数の

土器と共に４点の石鍛が検出され、さらに竪穴外部でも２点の石鍍が検出された。

－５３－
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第61図Ｓ１２６号住居祉内貯蔵穴平断面図
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第62図ＳＩ２６号住居祉上層ピット群残遣（●印は上層ピット）
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なお、調査中断後第７次調査員に

よって精査、整理が行われたと思わ

れたが、その報告はない。

南確認調査区域の住居杜（第65,

66図）第７次確認調査によるもの

でこれらの詳細に関しては不明だが、

第８回金津丘陵埋蔵文化財発掘調査

団会議要項として報告書が提出され

ている〔渡辺1990〕・当報告書によ

れば５基の住居杜が検出され、それ

ぞれ１号住居杜～５号住居杜と称さ

れている。１号住居杜はＤ区で、そ

の他はｃ区の検出である。いずれも

嶺線に近い東向きの緩斜面に立地し、

未

；
四、

．－戸.‐、
、‐

IB
q■=

一 、

蚤

；
錘
鮒

Ｓ’２７号住居杜（第63図、図版２１－１，２）大グリット１－２２－２２，２３区にその一部分が検

出された。遺構の多くは調査予定地外に広がるものである。北区域にのびる尾根の付根部分に位

置し、嶺線より一段下った傾斜地であるが、未調査地は段切りによってさらに落下していること

が地表から認められる。遺構は北西向きの緩斜面で、調査区の隅に竪穴の一部が検出した。掘込

みは深さ20cm前後で、壁面は南西から3.5ｍで弧を見るものであり隅丸方形であることが分かる。

検出した床面は３平方ｍ強と狭いが多数の小ピットが認められるが、この穴に柱穴を特定するこ

とはできない。なお床面はＡセクションに見られる如く５度の勾配を呈している。壁面の背後に

平行して太い溝遺構がある◎全長５ｍ、最大幅1.7ｍ、最大深度45cmを測る。この規模から単な

る排水溝とは見られないが、一応周溝と考えておきたい。なおこの溝より多くの土器が検出され

た。

Ｓ’２８号住居杜（第64図、図版２１－３）南全面調査区域の大グリットＩ－２１－ｌ区に中心部

を置き、1-25-31区にまたがって位置する。南東へ向かう嶺線に近い山頂部であり、僅かに北

向きの傾斜を見る。ここで竪穴の掘込みと焼土の一部を確認したが、序章で記述した理由で完掘

していない。図示した如く竪穴の覆土に十文字のアゼを残し、床面がほぼ表れた作業段階である。

竪穴はさらに精査を要するものだが、この段階では円形に近い不定形のものである。この掘込み

は10cmと浅く、従って谷側の一部では確認することはできないが、直径4.1ｍの広がりを有して

いる。床面の中心よりやや北東に片寄って炉と思われる焼土がある。床面には大小多数のピット

と推定されるものが見られ、このうち３箇所を掘削したが多くは手をつけていない。従って図示

した破線での円はあくまでも予想されるものである。もちろん柱穴を見分けることは出来ない。

なお、この住居杜からの出土遺物はない。またこの平面プランなどから同時期の住居杜と俄かに

は決定できない。世L-------

A一

?、 ‘量亙訓
第64図Ｓ１２８号住居祉平断面図（未完掘）
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第65図第７次確認調査遺構図１
（「八幡山遺跡南地区・西地区確認調査」より）
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第66図第７次確認調査遺構図２
（「八幡山遺跡南地区・西地区確認調査」より）

山側に竪穴の一部を残している。１号住居杜には壁溝と排水溝としての周溝を見る。いずれも隅

丸方形プランを呈している。また各住居から弥生土器の検出が報告されている。

Ｃその他の遺構

ＳＢ１０号小型建物杜（第67図、図版２２－１）北確認調査区域内、Ａトレンチ、ｆ-27区にお

いて小型の竪穴遺構が検出された。ここはＳＤ１号環濠の南端に接する位置にある。北東下りの

やや急斜面における竪穴建物である。山側の南西部及び東側の一部に竪穴の一部を残すが、谷側

の北、北東部には認められない。床面は地形に添った斜面を呈し、約10度を測る。竪穴の平面ﾌﾟ

－５７ －



ＳＫ１号土坑（第68図、図版２２－２）北確認調査区域ＢトレンチＢ－ｌ２区に位置する。形態

は方形に近く、０８×1.5ｍを測る。底部は２ケ所に分かれ、３０cmを測る。カメ形土器が検出された。

後述する土坑、焼土坑など13基を見るが、弥生時代と推定出来るものはＳＫｌ号土坑に限られ

ている。

ＳＸ４号遺構（第21,45図）北確認調査区域内Ａトレンチｃ－３３区に中心を位置する。ピッ

ト群を伴う窪み状の遺構である。Ｓ１８号住居杜の南側に当たり、当住居杜の関連遺構とも考え

られるが、おびただしい多量の土器を伴っていることから単独のものとして取り上げることにし

た。窪みは幅60～70cm、長さ2.5ｍで谷側は流出していて不明瞭だが末広がり状に開けており、

ランは方形に近く、２×2.5ｍを測る。竪穴の内部には、Ｐ,。Ｐ,,の小ピットがあるが、いずれ

も浅穴であり、竪穴外周に沿ったＰ２～P13などが上屋を支えたものと推定されるＯ竪穴内より

数点の弥生土器が検出されている。この様に小型であること、柱穴を見ないこと及び炉祉がない

ことなどから住居杜とは考えられない。なお５号環濠によって北側を切られたものと推定される。

第68図ＳＫ１号土坑平断面図
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第67図ＳＢ１０号小型建物祉平断面図
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深さは10～15cm程と浅い。この溝状の窪

みを取り巻くように13ケのピットが巡る。

付近にはピット群があるが、小型の楕円

形の小屋組が推測される。
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S310昔小型建物杜ピッI､深度表

番号深さ 底部標高 番号深さ 底部標高

4025

4053
4054
4<)13
4036
4030

ＳＸ４号遺椛ピット深度表

番号

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
函
’
一
Ｇ

深さ 底部標

3966
3967
3964
3988
3994
4001
4003

Ｈ
１
一
〕
Ｋ
Ｌ
Ｍ

深さ 底部標
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７
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４
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８
２
３

４
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環状ピット遺構（第69図、図版２２－５）南全面調査区域の大グリット1-25-20区における

ピット群内にある。南西向きの斜面上で、その傾斜が上方の18度から26度に勾配を増す地点に位

置する。遺構は口径が18cmから25cmを図る８箇のピットがごく接近して環状に並び、その外径は

南北１ｍ、東西90cmを測る。ピットの深さは一覧表にしたが、地山の傾斜度を加味しなければな

らないが、Ｐ，の40cm、Ｐ４の33cmを測るように、ある程度の高さを有するものが建てられたこ

とは知られる。いまその構造物を推定できない。

ピット群調査地点の各所でピット群が検出された。各々のピットの関連は不明であるが、主な

ピット群の位置を記録しておく。

北確認調査区域のＡトレンチ内のピット群を第１～第６群とした。第１群はｈ－２１区に位置し、

Ｓ１２号住居杜に伴う排水溝の背後に接している。第２群はｅ～ｇ－２４，２５区に広がる（図版22-

３)。第３群はｅ－２６，２７区でＳＤｌ号環濠の南開口部に位置する。第４群ｅ～ｇ－２９，３０区、

第５群はｄ－３２区に中心をもちＳＸｌ７号に接している。第６群はｄ－３４，３５区で特に集中してい

る（第21図参照）。

Ｂトレンチではごく小数の１群を認めるのみであり、Ａ－２０区、Ｓ１６号住居杜背後のもので、

これを第７群とした（第22図参照）。

ＣトレンチにはＨ－１３，１４区にやや閑散と見えるが、これを第８群とした（第23図参照）◎

南全面調査区域では第９群から12群の４群が見られた。第９群は大グリット1-23-24区の上

層部に認められたもので、前述したＳ126号住居杜に重複するピット群である（第29図)。第１０

群は1-24-40区からＪ-24-31区に及ぶ平坦地に位置する（第25図)。第11群はI-25-ll、

20区に広がり、南西向きのやや急斜面である。前述の環状ピット遺構を含む（第25図、図版22-

４)。第12群は1-26-23区で山頂平坦部の南西側端部に位置する。

第69図環状ピット遺構（１／20）
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4287

4300

4298
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4287
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環状ピット遺補深度表

番号深 底部標高
雪
萄 深さ 底部標高
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Ｄ前方後方墳（第70,71図、図版23）

北確認調査区域ＢトレンチＡ･Ｂ－８°９区に中心を位置する。この地点は北区域における山

頂平坦地のやや西寄りで、僅かに南西へ向いて下り始め、山頂の54.86ｍより20cm標高を下げた

Ｃ

1,

回ロ

錘
》

第70図前方後方墳平断面図
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画

地点である。Ｂトレンチの幅員一杯に方形の周溝と推定される遺構が検出された。この溝の未知

の部分を確認するため、南北両側を拡大調査した結果、ここに報告する前方後方墳とＳ123号住

居杜が確認された（第22図参照)。前方後方形とは方形の主体部分の前面に方形の張り出し部分

が接合する形態のものを呼称している。
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遺構は前方部をほぼ北に向けて位置し、その正確な主軸はＮ11度Ｗ（北に対して11度西側に向

いている）である。この規模は全長13ｍ，後方部長軸９ｍ、同短軸7.5ｍ、前方部長さ４ｍ、幅

員は後方部との接点で2.5ｍを測るが先端部の西側は把握出来ない。明らかに残存するのは後述

する削平より免れた1.5ｍである。周溝は前方部については東側にのみ見られるが、北側に当た

る前面及び西側面には認められない。前方部の周溝は後部のものに連結しているが、その他の周

溝は四隅が切れるもので独立している。それぞれ多少の異なりを見るが、両端が徐々に浅くなる

舟底形を呈している。前方部の溝はＵ字状の断面を呈し、幅は1.2～1.4ｍ、深さ25～38cmを測り、

それに結続する後方部の溝は幅1.2ｍ、深さは20～25cmである。後部前面西側の溝は幅0.9～１．０５

ｍで、深さは22cmを見るが端分は一気に浅くなる。後部後方の溝は2.05～2.4ｍの幅をもち、底

部も最大１，幅を呈するＵ字状で、西隅が最も深く東側に向かって徐々に浅くなる。その深さは

60～42cmである。東側の溝は幅２ｍ～2.25ｍで深さは中央部で1.13ｍ、北側で27cm、南側55cmを

測る。底部の幅は南端で広くなるが25～30cmでＶ字状を呈する。西側の溝は幅1.6～2.6ｍと最大

幅を呈し、深さは上部の削平によって80cmであるが底部の標高は東側と同一の53.49ｍである。

両端は東側に比較して深い。底部は18～23cm程と狭く断面は内側は急角度を呈しているが、外側

は緩いなだらかな傾斜を呈している。この外側の立上がりに関しては、位置的に異なりを見、中

間より大きく外側へ広がる部分などもある。このことは第71図に示した小ピット群と共に、後の

時代に削られた可能性があり、本来は内側同様の立上がりを呈するＶ字状の溝であったものと考

えられる。これらの周溝はそれぞれ四隅で切れるものであることは前述したが、それぞれの先端

部が重なり特に南西隅はその一部がほぼ連結した状況にある。完全に分離しているのは南東側の

みで、土橋状を呈している。この隅に当たる外部周辺は、南側の谷の上部端末に位置するもので

あり、一段と低くなるが、土橋部分をも削り下げた不自然な様子が見られる。

主格を成す前方部、後方部共ほぼ南北にかけてその西側を段切りされている。段切りは現代の

畑作のためのものと考えられるが、第71図に示した如く約1.5ｍ間隔の張り出しがあり、これを

にわかに畝跡とは称しがたい。いずれにせよ残存部分との比高20～30cmを見る。検出できたこれ

らの地表面は共に地山面で、盛土は全く見られず、僅かに６～22cmの厚さの表土を見るに過ぎな

かった（第17図参照)。主格部には主体部を見い出せず、従って３本のトレンチを試みたが検出

されなかった。また周溝掘込みの残土の所在も不明であり、当遺構を含めて山頂一面が畑地造成

による削平が成されたものと推定される。

前方部の先端部分に接してＳ１２３号住居靴が検出された。前方部東側の周溝の上部が住居靴の

壁部中央に接するものであり、住居杜が先行する。この住居祉床面の高さと周溝端部の底部との

比高は８～９cmで床面が高い。また住居吐壁溝との比高は３cm程低い（第71図参照)。

後方部東側周溝より11点程の土器片の出士を見た。また同後方溝より須恵器片２点がある。な

お第71図に示した後方部に見られる３箇の小ピットは西側周溝内のものと同様後の時代のもので

ある。また３ケ所に示した撹乱箇所は全て杉の根株である。

－６２－



３時代の異なる遺構

Ａ ± 坑 （ 第72図）

ＳＫ５号、ＳＫ１３号の２基の土坑がある。南全面調査区域のJ-24-33区にＳＫ５号、同Ｊ－

２５－ｌ区にＳＫ１３号が位置する。共に南向きの緩い傾斜地である（第25図参照)。

５号士坑は円形を呈し、底部に凹凸がある。上口155×140cm、底部135×135cmで、深さ15～

22cmを測る（図版２４－４)。

１３号土坑は方形を呈し、底部は平坦である。壁面にかけて小ピットが見られるが、この位置が

全項で記述した第11ピット群にあたることから、この小穴は関係ないものと考えられよう（図版

２２－４参照)。

これら２基の士坑は、覆土は明褐色で炭混りの状況から弥生時代の遺構とは考えられず、ごく

最近のものと推測され、その用途は簡易木炭炉と考えられよう。

Ｂ焼土坑

北確認調査区域に於て３基の円形の焼土坑が検出された。当時これらの焼士坑は初見のもので

あり、弥生時代に於ける屋外の炊飯施設を想定し、「'性格は不明だが」としながらも炉祉として

報告したものである〔川上1998.1990〕。その後、これらの焼土坑が各地で検出されることとな

り、弥生時代の遣構から除外して報告するものである。

なお図示した覆土の土居は次の通りである

１．暗褐色土居２.炭混入暗褐色土居３.炭混入黄色士層４.焼土

ここで報告する焼土坑のうち、ＳＫ２～４号焼土坑は、時代を特定出来ないが簡易木炭炉（木

炭焼穴）であると考えられる。ＳＫ１１号焼土坑は必ずしもこの限りではないので次章に考察する

ものである。なお、第28図に示したＳＫ６～10号の６基を検出したが、調査していない。

L=438

SK5

L=4４２０

ｌ ＳＫ１３

第72図土坑平断面図（ＳＫ５．１３号）
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ホールは直径４～６cm、深さは６～８cm程で、不規

則に配置している。床面全体と山側の壁面が焼けて

いる。覆土より弥生土器片が出土したが、後の流入

と考えられる。

ＳＫ４号焼土坑（第73図図版２２－８）Ｄトレン

チＧ－２１区に位置し、ＳＫ３号とは３ｍ程の距離に

ある。緩斜面を円形に堀込み、上口で135cm、内径

１ｍ、深さ30cmを測る。なお山側上部で流出が始まっ

ている。底部はほぼ平坦で一部分が焼け、谷側（手

前）に寄って10×７cmの小ピットがある。

ＳＫ１１号焼土坑（第74図図版２４－５）序章で記

述した如く、荒木繁雄氏による第４次確認調査によっ

て検出された遺構である（第３、７４図参照）〔荒木

1988〕。この報告の結果、一部に「峰火台」として

問題を提起した遺構である。小生等の第６次調査に

よって再検出したのは次の如くである。

南全面調査区域の大グリットH-28-16、１７区に

跨って位置する（第30図参照)。ここは南区域内に

ある南東側のピークに続く痩尾根上にあり、南北両

側を眺望することができる。

検出した遺構は僅かに南下りの地山面に方形の炭

化物を残すもので、土坑状は呈していない。炭化物

の広がりはやや歪んでいるが三角形に近く、一辺が

それぞれ１ｍ、８０cm、７０cmでこの範囲内にサブトレ

ンチが入れられているものであった。これらを覆う

周辺の表土は木の葉などのゴミ混りのもので旧表土

などは把握されなかった。即ち一部が破壊されたこ

とであるが、このことに関してはＩ－２－Ｅ（５頁）

に記述した。

Ｆ
Ⅲ
四
】
、
ご

Ｉ

SK3

第73図

型
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SK２
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ＳＫ２号焼土坑（第73図図版２２－６）Ａトレンチｅ－２７区に位置し、やや急斜面を円形に堀

込んでいる。直径１ｍ、山側での深さ25cmを測る。床面は凹凸が見られ、また直径５cm程のステッ

キホールが２ケ見られる。床面の一部と壁面の山側が焼けている。

ＳＫ３号焼土坑（第73図図版２２－７）ＤトレンチＨ－２１に位置する。緩斜面を円形に堀込み、

直径１ｍ、深さは山側で22cmを測る。床面はやや中弛みの平坦で、７ケのステッキホールがある。

6４
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;毒菱蒜砺
焼土坑平断面図（ＳＫ２．３．４号）
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3932

3948

3957

3958

3960

3961

3952

3978

3979

第６次調査に於る破壊前の遣構を荒木氏

の報告を借りて記述しておく。それによれ

ば「約80cm方形の粘土で作った炉壁をめぐ

らし、内側は赤褐色に焼けており、焼土と

なっている。底面はほぼ平坦で地山は灰白

色シルトで地山を堀りこみシルト層にいたっ

ている。－中略－この遺構は長い間この中

で火をたいた事実と、ピット、炉の外側の

堀り込み等から雨水が流れこむことを防ぐ

なんらかの建物があったことを推定で

きる｡」とある。この報文と第74図を見た

時、この炉床は断面図に見る方形の落込み

の底部と錯覚する。しかしながらこれは炉

床を裁割ったサブトレンチの断面図であっ

て、炉床は最上部の水平の線である。この

炉の外周には深さ１０cm幅20～30cm程の周溝

があり、「粘土で作った炉壁」は高さ５cm、

幅６～７cmのものであることが分かる。な

お平面図に見られる５ケのピットの内１ケ

以外は炉に接しておるか又は至近距離にあ

り、建物とは考えにくい。

Ｃ古代の遺構

４カ所から奈良。平安時代の遣構。遺物

を検出した。これらはいずれもその性格を

把握出来る状態ではないが、生活の場の一

つ、即ち仮の住居の－種と考えられるもの

である。

ＳＸ１号（第75図図版２４－１，２）北

確認調査区域内Ａトレンチｇ－２７，２８区に

位置する。これは前項で記述したＳＤ１号

環濠の上層部に当り、環濠は完全に埋没し

た状況の上に築かれたものである。検出し

た遺構は東向きのやや急斜面の背後を削っ

て前面にテラスを造り出している。この削

平は未堀部分の北側に続いている。テラス

qkP

⑫
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第74図ＳＫ１１号焼土坑平断面図（峰火台）
（「新津市Ｆ・Ｈ地区遺跡確認調査報杵害」より）
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1１２５３９７７

１２２６３９７６

１３３７３９６５

１４３２３９７０

１５５８３９４４

１６２５３９７７
１７９３９９２

１８４４０４６

１９１６４０１５

２０１９４０３０

§
P‘BcpP．

◎P，
・２ｍ

－６５

侭 未
掘

｡８日，

商
船

賎
駒

ＳＸ２号遺篇どツト深度表

番号 深さ 底部標 番捲深さ 底部概高



邸2ｍ

一 二 一 － －－－
一
Ｔ

ｌ
－
１

丁
丁

Ｔ

１

君
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未
掘P４
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1５

１４
２４

5223

5215
１
２
３

蝿

Ｂ

の幅は南側で2.6ｍ、北側で２ｍと狭まっており、検出した横幅は2.5cmである。このテラスに多

数のピットが不規則に見られ、さらにテラス下の斜面に２ケ１組のピットが１列に並んでいる。

このテラスに直径15cmの河原石が１ケ見られ、何等かに使用されたことが推測される。また土師

器の胴長蜜をはじめ複数の土師器を検出した。

ＳＸ２号遺構（第76図、図版２４－３）北確認調査区域内ＢトレンチＢ－４区に中心をもって位

置する。山頂部に近い南西向きの緩斜面の一部分を削平してテラスを造り出している。この周囲

は後の畑作による段切りが複雑に行われた様子が見られ、辛うじてテラスの造成を認めることが

出来る。検出されたテラスは横幅６cm程でなおも南東側へ続いている。５ケのピットが見られる

のみであり、全容を想定出来ない。壁寄りに埋委状の土師器髪が検出され、須恵器の杯の出土を

見た。

－６６－

第76図ＳＸ２号遺構平断面図

第77図ＳＸ３号遺構平断面図（ＳＤ５号上層部）
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深さ

４
８

１
句
Ｌ

底部標高



ＳＸ３号遺構（第77図、図版25）南全面調査区域内大グリットＨ－２６で検出されたＳＤ５号環

濠の中間層を利用したピット群をもつ遣構である。ＳＤ５号環濠に関しては前項で記述したこと

ではあるが、痩尾根を切る状態を呈し、南北に約16ｍである。この環濠の深さは120～130cmであ

るが、その底部が中間辺りの70～80cmを残すまでに自然埋没が進行した頃、この窪みを利用して

何等かの構造物が築かれた様子が無数のピット群から推測される。ピットは濠内のみに止まらず、

北側のなだらかな谷にも続くかと推定される。この遺構時点での床面より、回転糸切底を呈する

土師器の杯３枚が伏せ重ねられた状態で検出された。

ＳＸ５号遺構（第71図参照）改めて図示しなかったが、ＳＸ２号遺構の背後に当る前方後方

墳の西側の周溝を利用したと思われるものをＳＸ４号遺構とした。溝の外側を削り落して傾斜を

緩かにし、そこにピット群が見られる。ピットは21ケで主に溝の外壁に集中している。須恵器の

広口壷片が出土した。

Ｄ近世の遺構

ＳＫ１２号近世土塘（第78図、図版２４－６）南全面調査区域内大グリットＨ－２８－６，７区に

位置して検出された士墳墓である。前述のＳＫ１１号焼土坑に隣接した位置で東側へ続く痩尾根で

南北の眺望が良い。この開発が行われるまで東方向きに墓標が建てられていたが移転されたと言

う。墓標は凝灰岩製の円頭形の小型石塔である。土壌は図示した地山の３．灰白色砂質土を深く

掘り込んでいることから縦形棺を納めたものであろう。なお覆土は、１．灰白色砂質土と黄白色

粘質土の混土層、２.灰色砂質土である。遺物はなく、また墓標移転に際しては下層部に手を入

れていないと言う。なお「江戸への街道の見えるこの地へ埋葬してほしい」との遺言によって建

立された墓地だと言う。江戸時代末期のものと推定される。

⑫

５０ｃｎ

Ｌ=5020

$．

第78図ＳＫ１２号近世土壌平断面図
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Ｖ まとめ

１八幡山高地』性環濠集落とその時代

八幡山遺跡の調査の経緯、経過と遺構について報告を行って来た。しかしながらＩ－２－Ｇ

(７頁）に記述した如く出土遺物を観察する機会を失したことは遣憾の限りである。現地での検

出時点における客観的な捉え方では、北陸系の土器が主体を占め、東北系の天王山式土器も交わっ

ていることが知られる。これらの土器の大雑把な年代観は、弥生時代の６期区分に従えば、後期

前半のＶ期に中心をもち、後期後半のⅥ期に存続するものと考えられた。

これよりいまひとつ早い時期のⅢ期。Ⅳ期に北九州を始め瀬戸内海沿岸や近畿地方に、周りに

／

溌内趣

橘

』

汀

第79図 新潟平野における弥生時代後期の遺跡分布図
（新潟大学考古学研究室資料）一一部加筆一

一６８－

濠をめぐらせた

｢環濠集落」や、

丘陵や山頂上の

｢高地性集落」が

発達した。またこ

れらの地域では八

幡山遺跡と同時期

のＶ期に入って再

度高地性集落が出

現することが明ら

かにされている

〔佐原1989〕。そし

てこれらの集落に

は多くの石嫉を中

心とした石製武器

と豊富な生活遺物

との出土を見るこ

とから、臨時に短

期間の生活の場で

はなく、軍事的緊

張に際して長期に

旦って生活した集

落であることが明



らかにされている｡平地に於いる環濠集落や高地に所在する高地性集落、及び高地に於ける環濠

集落などを合わて「防禦的集落」と呼んでいる。

弥生時代における軍事的緊張として『後漢書」東夷伝で言う「倭国大乱」であり、卑弥呼が女

王として共立されるまでの争いであり、『貌志」倭人伝に記される卑弥呼没後の政権獲得のため

の争乱、さらには大和政権の全国覇権のための争いなどがあろう。佐原員氏は「考古学的に戦争

が実証できるのは、日本では弥生時代からである。中国の史書という「倭国乱る」．「倭国大い

に乱る」は、弥生時代の戦争を記録したものである。農耕社会以来、戦争が始まったことは、全

世界を通じて考古資料をもって証明できる。土地争い、水争い、穀物・家畜・宝器．祭器の奪い

あい、村からさらに大きなまとまりへの連合・対決等々、農耕社会は、戦争をもたらしたのだっ

た｡」と記述なされている〔佐原1989〕。

1980年代を主体にして新潟県内でもいくつかの高地性集落と、台地．底丘陵上の環濠集落が調

査されている。斐太遺跡（新井市)、大平城遺跡（見附市）がいわゆる高地性集落であり、横山

遺跡・原山遺跡（長岡市)、西岩野遺跡（柏崎市）は比高６～20ｍの台地・丘陵上のものであり、

萱場遺跡（柏崎市）は沖積地の平地に立地するものである〔坂井他1988〕。この他近年奈良崎遺

跡（和島村)、後生山遺跡（糸魚川市)、大沢遺跡（巻町)、大倉山遺跡（五泉市）などの高地性

集落が報告されている。八幡山高地性環濠集落は正にこの時代を明らかにする遺跡であり、出土

した多数の大型の石鍍は戦闘用の武器に他ならない。そして新潟平野を一望のものにできるこの

把沃な大地を拠点とした部族は、軍事的、経済的に新潟平野最大級の部族と発展したものであろ

う。これらの遺跡の年代はその詳細に関して不明であるが、加賀地方の土器編年の「法仏式」→

｢月影式」→「白江式」〔田島1986〕の範晴に同定され、弥生時代の６期区分によるＶ期に発生し、

Ⅵ期に継続したことが伺われる。県内の高地性集落の成立は、士器形式に見られる影響と同様に

北陸地方より伝播されたことは言うまでもないことであるが、その時間差も殆んど同時である。

因に石川県における高地性集落からの出土土器は「法仏式」を主体としており、その廃絶は遅く

とも「月影式」（並行）期をさして下らない頃と考えられている〔栃木1988〕。この様に殆んど同

時に行われた防禦的集落の廃絶は国家成立などの新しい発展によるものと考えられよう。

２八幡山遺跡の諸問題

Ａ遺跡の広がりと環濠

八幡山遺跡の調査面積はごく限られたものであってその全体を把握していない。しかしながら

これまでの調査と踏査によって、その広がりは頭初考えていたものとは大きく異なり、第80図に

示した如く南北600ｍ、東西最大幅250ｍを計る実に83650平方ｍ余と推定することが出来る。こ

れまでの最大規模と見られる斐太遺跡が推定32000平方ｍであることから見ても大遺跡である。

前章で報告した環濠は５カ所であり、この内２篠は尾根を切断するものであり、その他は北地区

でのもので断片的であるが内外２篠の濠が廻るものと推定され、ＳＤ２号環濠が標高51ｍライン
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第80図八幡山遺跡範囲予想図

－７０－

《
二

の山頂部分を、同１号と３号とが連結して40ｍラインの山腹を廻るかに推定される。さらに１－

２－Ｆの末尾で触れた如く第６図の北側に示したＡｏＢ地点が環濠のなごりを呈している。ここ

は現在、古津集落から東側の割町地区へ抜ける小路となり、近隣の人々の日常の作業道である。

この小路は第80図の北側の遺跡の限界を示す曲線上にあり八幡山古墳（円墳）の麓を廻る標高２５

ｍ線に沿って認められるものである。この内Ａ地点では東側へ落ちる谷に直角に向って深く落ち

込む濠が認められ、小路と直結する。現在はこの濠の東側肩部に踏跡があり通路となるが、昔時

はこの濠の中を通行したと言う。濠は長さ11ｍ、幅３ｍ、深さ２．９ｍを測り、自然のものとは

考えにくい。Ｂ地点は山腹に近い状況を呈する竹林であるが、僅かに切通し状を呈する小路であ

る。この様な通路に切通しは一般的に考えられない。民俗学的には多量の木材の搬出（土引法に

よる）以外には考えられないが、この地形では古津側へ引き出すことが常識であり、この地を搬

出に使用したことは考えられない。さらにこの地点を通過したであろうと推定される円墳の東側

に位置して近現代（むしろ大正・昭和初期）と推定される瓦窯祉の存在が推定される。瓦窯業に

於てはその原料、製品共に重量物であるが、これによって小路に切通しが作られたとは考えられ

ない。当調査団顧問乙補重隆氏の実見を述めた上で第３降目の環濠と確信するものである。この

小路に関して川村浩司氏は「古墳の形状を意識したもの」としているが〔川村1992〕、古墳以前

の窪を利用したものであろう。８号住居杜が２号環濠外部の25ｍ程の地点に位置し、当時いくつ

かの疑問を感じたが、このＡ～Ｂ地点に外濠を見て納得する。南確認調査区域の山麓にかけても



も濠の可能性があろう。いずれにせよこれら三重の環濠が同時に築かれたものとは考えられない。

内濠である２号環濠の底部に水平面があり、その他はＶ字状を呈する。この形状の差と時期差を

見極めたいところであったが、各地域に所在する住居杜からの出土土器の比較検討が出来ないで

いる。推測の域を出ないが、次第に募る軍事的緊張の高まりによって、周辺の小集落が序々に集

結し、大集落に団結して行ったものと考えられる。

Ｂ住居土止について

住居靴の殆んどが隅丸方形を呈し、僅かに18号住居のみが方形を呈するかと思われる。傾斜地

に建つこれらは、その谷側の一部を失っているものが殆んどだが、等高線に沿ってやや広い隅丸

の矩形を呈する。谷側の床面が完全に堀込まれるまでに深い竪穴は見られず、傾斜の強い位置の

ものは多少なりの盛土が行なわれたと推定される。最も傾斜の強い１号住居靴に於ける現況から

盛土は考えられず、一部が高床形式であったものと考えているが実証は出来ない。

住居吐内の施設に張床、敷床、壁溝、炉、貯蔵穴などが見られる。張床としては９号住居靴が

あり粘土張りが見られ、敷床では25号住居j211二の褐鉄鉱の操が見られる◎湿気除けに使用されたも

のであろう。壁溝は言うまでもなく湿気、水分の除去と同時に壁面に張りつけた板や樹皮等を固

定した跡とも考えられるものである。炉は床面のほぼ中央部に位置し、床面を僅かに窪めたもの

の他は焼土面として残るのみで、周囲などに手を加えたものは見られない。貯蔵穴の位置は壁面

に添うもので、山側と側面とに分けられる。この位置によって出入口は左右どちらかの側面であ

ることが容易に推測される。この他床面施設ではないが、背後に半円状の排水溝を持つものも数

基見られた。

北区域での住居吐の配置は２号環濠（内濠）内側と推定出来るもの９基、この外側と推定でき

るもの10基で、共にかなりの密度であったことが知られる。

Ｃ前方後方墳について

八幡山遺跡で検出した「前方後方形」の墳墓（「周溝墓」「墳」）に関しては、すでに広井造

氏によって専門的立場から論考が加えられている〔広井1991〕。

弥生時代に入って固有に発達した墓制の一つに「周溝墓」・「台状墓」がある。これらは古墳

時代に向ってさらに「台状墳」・「古墳」へと進展したと考えられている。八幡山の山頂で検出

された「前方後方形」の墳墓は検出当時その形状から「前方後方形周溝墓」として発表した〔川

上1988〕。その後調査が進行して行く中で「周溝墓」に疑問を抱き、「前方後方墳」と名称を変更

した〔川上1989.1990〕。これら周溝墓、台状墓、台状墳などの名称の概念に不安を持つもので

あるが、鈴木敏弘氏提唱の分類として次の様にある〔鈴木1975〕。ここではその要点の一部分に

ついて記載する。

周溝墓埋葬施設は原則として地山へ堀り込むが、盛士が発達すると封士中に主体部がある。

台状墓地山を整形して立体的墓域を形成する。盛土は未発達である。

台状墳埋葬施設を墳丘（封土）中に設けるため、最初から盛土を計画的に行なう。

古墳原則として台状墳であること。古代国家形成期に、政治的秩序に利用されたものに限

－７１



定する。

とある。

次に「周溝墓」に関する概念については、弥生時代前期後葉には発生し、古墳時代後期まで存

続する。その立地は「低地上に営まれたものは弥生時代に、山丘尾根上に存在するものは古墳時

代のものに多い」との指摘がある〔沢田1967〕。

さらに周溝墓が家族墓であり、共同墓地的で集落に添って群をなして営まれるものが、やがて

首長とそのまわりの人々が集落を離れて丘陵尾根上に営まれ、さらに首長個人のための墓が共同

体集落から仰ぎみられるような位置に営まれると、周溝墓から古墳への連係を指摘されている

〔水野1972・井口1972〕。

これら先学の論理に基いて、八幡山の墳墓を考えた時、「前方後方形周溝墓」から「前方後方

墳」へ改名した。これは鈴木敏弘氏の分類による「台状墳」を想定してのものである。

八幡山前方後方墳は北確認区域の山頂部に位置する。墳丘部と地山の表面の一部分が畑作によっ

て削平され、封土を見ることはできず、また埋葬施設も検出されない。調査範囲内では他の周溝

遺構は検出されず、山頂部の広さから見ても単独の営みと推測される。検出時点に於ける状況で

周溝の掘揚士量は約21.93立方ｍで、仮に後方部墳頂の67.5平方ｍに積んだ場合の単純計算では3

2.5cm高くなるだけである。しかし造営時点では周囲の土を盛り上げて墳丘を呈したと考えるこ

とは容易である。この前方後方形墳墓の前方部分に於ける周溝は一部分に見られるのみで一周し

ない。北側の一部は竪穴住居吐に接して落込むが北及び西側には見ない。名称はともあれ、前方

後方形の墳墓（古墳は除く）は県内には類例を見ない。私共が直接知り得た類例は、福島県会津

坂下町の宮東遺跡２号周溝墓、同町、男壇遺跡２号周溝墓、同４号周溝墓である〔古川・和田・

高橋1990〕。しかし宮東２号周溝は河岸段丘上ではあるが水田下に没する低地に立置し、男壇２

号周墓溝、同４号周溝墓も河岸段丘上であるが阿賀川の氾濫原との比高は５ｍ程の低地であるｏ

またこれら両遺跡とも群集墓の形態を呈している。

この他、広井造氏は類例として次の４遺跡、即ち、愛知県土田遺跡周溝墓、群馬県鈴ノ宮遺跡４

号方形周溝墓、同下佐野遺跡Ｉ地区Ｃ７号墓、同東原Ｂ遺跡17号周溝墓を揚げて論考を加えてい

る〔広井1991〕・

八幡山前方後方墳の周溝内での出土遺物に弥生の土器片約11点がある。これらの遺物の一部が

伊与部倫夫氏によって報告されているが〔伊与部1989〕、この作図の中で擬凹線のめぐる土器を

広井造氏が指摘している〔広井1992〕・擬凹線の土器は八幡山高地性集落の発生時点へも遡り得

るものである。然しながら周溝出土の土器はいずれも覆土の中から単発的に検出されたものであ

り、この墳墓と直接結びつくものではない。

石川日出志氏の御教示に依れば、これら前方後方形の墳墓は全国的に見てⅥ期の最末期を遡り

得ないもので、八幡山遺跡でも高地性集落廃絶後の造営と見るべきものである。軍事的緊張の時

期を終えて底地の生産活動に戻った時、より大きな集団となり、その首長墓を山頂へ造営したも

のであろう。
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Ｄ古代の遺構について

須恵器やロクロ土師器（奈良・平安時代の土師器）を伴なう幾かの遺構を報告した。この内ｓ

ＸＩ号、同２号は堅穴の検出に難点を見、また炉祉、あるいは竃の検出もできないものであるが、

住居靴とまで行かなくとも、生活の場であったことが考えられる。一方ＳＸ３号、同５号は環濠

や周溝の窪みを利用したもので、これらも仮の生活の場と考えられる。八幡山遺跡一帯は古代か

ら中世にかけての製鉄関連遺跡の密集地帯である。製鉄炉あるいは精練炉は山裾に位置するが、

最も時間を要する作業は環元材である木炭の生産であり、山中のいたる所で伐材・運搬・製炭作

業が繰広げられていたと推定される。これらの内、窯業の作業は数日間の昼夜を通しての作業で

あり寝食の場が必要であった。因みに現代では「居小屋」の呼称の仮寝の小屋がある（五頭山麓

地方)。現代的感覚では仮小屋あるいは仮住居であるが、古代に於いては閉山までの定住の住居

であったと推定することは容易である。

ＥＳＤ１１号焼土坑と狼煙台

弥生時代に於ける狼煙台、峰火台と呼称されているものは九州や瀬戸内海地方の高地性集落で

報告されている。

第４次確認調査で検出されたこの焼土坑がいつしか狼煙台として一般に認識される様になった。

おそらくマスコミに取扱われたことも大きな要因であろうが、調査団会議でもその可能性が示唆

されたことも原因の一つであろう。このことから「なお流動的である」としながらも「峰台」と

報告した〔川上1989,1990〕・第４次確認調査報告書〔荒木1988〕に添付された断面図が一見し

て誤解されやすいことを前章で記述したが、さらにその報告を再検討してみたい。荒木氏は「こ

の炉吐は何んであるかそのきめ手となる資料が微弱で、文化行政課の山本、寺崎先生にみていた

だいたが確定することはできないとのことでした。その後写真、資料を持って新大の考古学教室、

文化行政課曽和分室でみてもらったがよくわからなかった。しかしこの遺構は製鉄炉であろうと

する考え方の人が多かった。下が大入製鉄炉であり、その関連遺跡である可能性が強い。一方坂

井専門委員の話しでは、狼煙台の可能性もあるとのこと－中略一時代がさがって中世の狼煙台と

も考えられるとのことでした｡」そして荒木氏は「大入製鉄跡の関連で考えるべきである｡」と結

語している。この後、かなりの時間の経過の中で私共は周辺の製鉄関連遺跡の調査を経験して、

この焼土坑を簡易製炭炉と推測しているが、いまひとつ不安がある。それは荒木報告書に「粘土

で作った炉壁をめぐらし」とあることである。当時実見した限りでは削り出された地山の壁と思

うのだが、築かれた壁だとするならば他の目的のものであろう。その後市教育委員会サイドで行

われた熱残留磁気測定ではAD580±50年・AD770±70年の結果であると聞き及んでいるが定か

でない。

Ｆ焼土坑と簡易炭焼

木炭にはその製造方法によって幾種類かがある。一般的には白炭、黒炭と呼称されるものが主

体であり、窯を使って木を蒸焼きにするものである。また窯を使わずに細長い穴を堀り、士を被

せて黒炭を焼く簡易な法方もある。この他地表面で火を焚き、これを消して炭にすることもある。
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この場合浅い穴を使用すればより効率が上る。「焼土坑」の多くはこの簡易炭焼きであり、この

種類の木炭の正式名は不明である。この呼称は地域ごとに異なり、古津地域での名称は聞くこと

は出来なかったが、阿賀北地域では広く「千本炭」と呼ばれ、特に前者の「炭焼」と「千本焼」

とを区別している。千本炭の原料は、白炭や黒炭の原料にならない様な細い材料を用いる。一般

にはこの白炭、黒炭の原料の梢や、柴類、松や杉など用材の枝を用いた。

千本炭は近年まで主に暖房用としてコタツなどに使用されることが多いが古くは鍛冶などにも

使用されたと聞いている。近年古津の居村遺跡や北沢遺跡（北蒲原郡豊浦町）などの製鉄関連遺

跡の調査で多数の焼土坑が検出されており、中世、古代の製鉄関連にも使用された可能性がある。

また上記の北沢遺跡では13世期の陶窯の灰原の中間層で焼土坑が確認されている（川上l992B)。

３ お わ り に

八幡山高地性集落は日本海側の最北限に位置する高地'性集落である。昭和62年の発見以来７年

の歳月が過ぎたが、阿賀北地域にその報告を聞かない。防禦的集落の北限が阿賀野川南側を限界

としたと見られ、中央政権の影響がこの地を限界としたことが推測される。この八幡山高地性集

落を一つの拠点とした文化は、阿賀野川を遡り会津地方へと伝播し、北陸地方→新津→会津ライ

ンルートを広井造氏は指摘している〔広井1992〕・阿賀野川が媒介する文化の交流は縄文時代か

ら受け次がれたものである。

八幡山遺跡の北側端部に確認された古墳（円墳）は、その後新潟大学考古学研究室により測量

調査が行われ、報告されている〔甘粕・他1992〕。この円墳は高地性集落の上へ盛土されて造営

されたもので、二段築成の造り出し付円墳で、円丘部直径56ｍ、造り出し部の長さ４～７ｍで、

墳丘長60～63ｍ、高さ2.5～５ｍを測る。現在確認できる新潟県内最大の古墳である。古墳時代

前期に造営されたものと思われ、一定の政治勢力がこの地に存在したことを示唆する〔川村1992〕

とある。

この円墳は八幡山山頂の前方後方墳に後続するもので、同一部族の関連も強い。1993年11月、

八幡山西麓平野部にある「古津舟戸遺跡」の一隅の発掘調査が行われた。小規模の調査であった

が、良好な住居靴とおびただしい量の古式土師器の出土を見た。八幡山高地性集落から降りた人々

の末喬であり、八幡山古墳を築いた人々の跡ではないかと推察している。

八幡山遺跡は文化財関係者や市民による保存運動によって、開発を免れ遺跡公園として保存活

用されることになったｏ現在なおも範囲確認調査として環濠の追跡調査が行われ、ＳＤ１号環濠

は北方へ１００ｍ程確認されたと聞き及び、調査はさらに数年先まで継続するとのことである。一

方遺跡公園整備も着々と進められている。その中でその形態はともあれ一棟の竪穴住居と床面構

造の模型が作成され展示している。

出土遺物の報告を欠いたこの報告書が、将来の遺跡全容解明の手掛かりになれば幸いと思う。
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